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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、
オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源で
ある電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、
音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側
インターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体
側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプション
ユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケ
ースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体の操作面を固定用ケースの外
に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項２】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、画像やデータを表示するディスプレイ、受話音声を再生するス
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ピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続す
るインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話
を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で
対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側
インターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体
側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプション
ユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケ
ースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体の操作面を固定用ケースの外
に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項３】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、
オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源で
ある電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、
音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側
インターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体
側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプション
ユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケ
ースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体の操作面を固定用ケースの外
に露出させるフロント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うための電池パック開口部を設
け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項４】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、画像やデータを表示するディスプレイ、受話音声を再生するス
ピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続す
るインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話
を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で
対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側
インターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体
側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプション
ユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケ
ースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体の操作面を固定用ケースの外
に露出させるフロント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うための電池パック開口部を設
け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項５】
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　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、
オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源で
ある電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、
音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニッ
トとの接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する
機能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェー
スコネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケ
ーブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合は
ブランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体
の操作面を固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項６】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、画像やデータを表示するディスプレイ、受話音声を再生するス
ピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続す
るインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話
を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で
対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニッ
トとの接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する
機能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェー
スコネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケ
ーブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合は
ブランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体
の操作面を固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項７】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、
オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源で
ある電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、
音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニッ
トとの接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する
機能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェー
スコネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケ
ーブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合は
ブランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体
の操作面を固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行う
ための電池パック開口部を設け、
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　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項８】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、画像やデータを表示するディスプレイ、受話音声を再生するス
ピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続す
るインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話
を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で
対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニッ
トとの接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する
機能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェー
スコネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケ
ーブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合は
ブランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体
の操作面を固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行う
ための電池パック開口部を設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項９】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、
オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源で
ある電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、
音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側
インターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体
側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプション
ユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケ
ースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体に付属している受話音声を再
生するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用ケースの外に露出させるフロ
ント開口部Ｂを設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項１０】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、画像やデータを表示するディスプレイ、受話音声を再生するス
ピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続す
るインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話
を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で
対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側
インターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体
側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプション
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ユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケ
ースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体に付属している受話音声を再
生するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用ケースの外に露出させるフロ
ント開口部Ｂを設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項１１】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、
オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源で
ある電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、
音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側
インターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体
側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプション
ユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケ
ースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体に付属している受話音声を再
生するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用ケースの外に露出させるフロ
ント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うための電池パック開口部を設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項１２】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、画像やデータを表示するディスプレイ、受話音声を再生するス
ピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続す
るインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話
を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で
対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側
インターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体
側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプション
ユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケ
ースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体に付属している受話音声を再
生するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用ケースの外に露出させるフロ
ント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うための電池パック開口部を設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項１３】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、
オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源で
ある電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、
音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニッ
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トとの接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する
機能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェー
スコネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケ
ーブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合は
ブランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体
に付属している受話音声を再生するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用
ケースの外に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項１４】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、画像やデータを表示するディスプレイ、受話音声を再生するス
ピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続す
るインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話
を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で
対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニッ
トとの接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する
機能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェー
スコネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケ
ーブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合は
ブランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体
に付属している受話音声を再生するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用
ケースの外に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項１５】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、
オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源で
ある電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、
音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニッ
トとの接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する
機能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェー
スコネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケ
ーブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合は
ブランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体
に付属している受話音声を再生するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用
ケースの外に露出させるフロント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うための電池パック
開口部を設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項１６】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、画像やデータを表示するディスプレイ、受話音声を再生するス
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ピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続す
るインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話
を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で
対応し、
　固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分
をヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェ
ースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニッ
トとの接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する
機能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェー
スコネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケ
ーブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合は
ブランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体
に付属している受話音声を再生するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用
ケースの外に露出させるフロント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うための電池パック
開口部を設け、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【請求項１７】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、
オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源で
ある電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、
音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
　固定用ケースリアにはオプションユニット類のインターフェースコネクタが接続される
オプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側インターフェースコネクタ
と、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネク
タを接続するインターフェースケーブルとを備え、電池パックの脱着を行うための電池パ
ック開口部を設け、前記固定用ケースリアに搭載される携帯電話機本体側インターフェー
スコネクタは、オプションユニット用の信号線をオプション側インターフェースコネクタ
に出力する配線を持つ他に、携帯電話機本体のメンテナンスに関する信号線およびオプシ
ョンユニットのメンテナンスに関する信号線を外部装置から入出力する機能を備え、外部
装置から携帯電話機本体およびオプションユニットのメンテナンスが行われ、
　固定用ケースフロントはオプションユニットと、またはオプションユニットが搭載され
ない場合はブランクパネルとを固定用ケースフロントの外に露出させるフロント開口部Ａ
と、携帯電話機本体の通話用キーとファンクションキーとマイクを固定用ケースフロント
の外に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
　固定用ケースリアと固定用ケースフロントにより、オプションユニットと、またはオプ
ションユニットがない場合はブランクパネルとが、固定用ケースフロントのフロント開口
部Ａから各ユニットまたはブランクパネルが露出するように固定用ケースリアに搭載し、
　また、携帯電話機本体は固定用ケースフロントのフロント開口部Ｂから携帯電話機本体
の通話用キーとファンクションキーの操作面、およびマイクの表面が、露出するように固
定用ケースリアに搭載し、
　固定用ケースリアおよび固定用ケースフロントともヒンジを持ち、組み立て後、ヒンジ
を境に折りたためる構造に構成し、
　固定用ケースリアと固定用ケースフロントの間に携帯電話機本体とオプションユニット
類を挟み込むような形で収容し、固定用ケースリアに固定用ケースフロントをかぶせ、固
定用ケースリアと固定用ケースフロント間を固定し、固定用ケースリアと固定用ケースフ
ロントから構成された固定用ケースに一体の組み立てオプション付携帯電話機を収容し、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
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【請求項１８】
　携帯電話機本体は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作を
するファンクションキー、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、
オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源で
ある電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、
音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
　固定用ケースリアにはオプションの画像表示ユニットのインターフェースコネクタと、
カメラユニットのインターフェースコネクタと、および無線データ通信ユニット類のイン
ターフェースコネクタの各インターフェースコネクタが接続されるオプション側インター
フェースコネクタと、携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側イン
ターフェースコネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインター
フェースケーブルとを備え、電池パックの脱着を行うための電池パック開口部を設け、前
記固定用ケースリアに搭載される携帯電話機本体側インターフェースコネクタは、オプシ
ョンユニット用の信号線をオプション側インターフェースコネクタに出力する配線を持つ
他に、携帯電話機本体のメンテナンスに関する信号線およびオプションユニットのメンテ
ナンスに関する信号線を外部装置から入出力する機能を備え、外部装置から携帯電話機本
体およびオプションユニットのメンテナンスが行われ、
　固定用ケースフロントは画面表示ユニットのディスプレイとスピーカーと、カメラユニ
ットのレンズと、無線データ通信ユニットと、またはカメラユニットと無線データ通信ユ
ニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケースフロントの外に露出させる
フロント開口部Ａと、携帯電話機本体の通話用キーとファンクションキーとマイクを固定
用ケースフロントの外に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
　固定用ケースリアと固定用ケースフロントにより、オプションの画像表示ユニットと、
カメラユニットと、無線データ通信ユニットの各ユニットと、またはカメラユニットと無
線データ通信ユニットがない場合はブランクパネルとが、固定用ケースフロントのフロン
ト開口部Ａから各ユニットまたはブランクパネルが露出するように固定用ケースリアに搭
載し、
　また、携帯電話機本体は固定用ケースフロントのフロント開口部Ｂから携帯電話機本体
の通話用キーとファンクションキーの操作面、およびマイクの表面が、露出するように固
定用ケースリアに搭載し、
　携帯電話機本体の受話音声を再生するスピーカーは固定用ケースフロントのフロント開
口部Ｂにより遮蔽し、電話用の通話としての受話音声は聞こえないようにし、電話用の通
話としての受話音声は画像表示ユニットのスピーカーから再生し、
　固定用ケースリアおよび固定用ケースフロントともヒンジを持ち、組み立て後、ヒンジ
を境に折りたためる構造に構成し、
　固定用ケースリアと固定用ケースフロントの間に携帯電話機本体とオプションユニット
類を挟み込むような形で収容し、固定用ケースリアに固定用ケースフロントをかぶせ、固
定用ケースリアと固定用ケースフロント間を固定し、固定用ケースリアと固定用ケースフ
ロントから構成された固定用ケースに一体の組み立てオプション付携帯電話機を収容し、
　固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収
容することを特徴とする組み立てオプション付携帯電話機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は組み立てオプション付携帯電話機に関し、特に通話機能を持つ携帯電話機本体
に後付けオプションを接続するだけでなく、固定用ケースを用いることで携帯電話機本体
とオプションを一体の装置に構成し、使いやすい装置を提供する組み立てオプション付携
帯電話機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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従来は、携帯電話機に、通話機能とカメラ、大型の画面、データ通信等の付加機能を一体
の製品として販売している場合があった。
【０００３】
通話機能に加えてカメラやｗｅｂブラウザに対応した大きな画面とデータ通信機能等の付
加機能を一体の携帯電話機として販売しているため使用者にとっては不要な機能も含めて
購入するため、価格と操作性で負担をかけていた。
【０００４】
また従来の携帯電話機では通話機能を持つ携帯電話機本体とは別にカメラ、大型の画面、
データ通信等の付加機能をオプションとして別売りする場合があった。
【０００５】
通話機能を持つ携帯電話機本体と付加機能をオプションとした場合、ケーブルやコネクタ
での接続となり本体から突出するなどして装置としての一体感が無く使用者としては使い
難いものであった。
【０００６】
しかし、この従来技術には次のような問題点があった。
【０００７】
第１の問題点は、全ての使用者においてオプション機能が使えるため盗撮などの犯罪につ
ながるケースもあった。
【０００８】
その理由は、携帯電話機本体にオプションを接続した際に使用者の認証を行わないためで
ある。
【０００９】
第２の問題点は、携帯電話機本体からオプションが突出したり、携帯電話機本体とオプシ
ョンが一体にならなかったりした。
【００１０】
その理由は、携帯電話機本体とオプションが固定用ケースを用いて一体の装置に構成でき
ないためである。
【００１１】
従来の技術として、特開２０００－２０９３１７号公報がある（特許文献１参照。）。
【００１２】
これは、携帯電話・ＰＨＳ等の携帯通信機器に関するものであり、特にコンピュータ間の
データ伝送が行われる際に用いられるデータ通信カードの着脱が可能で、該データ通信カ
ードを装着することにより、該コンピュータと組み合わせて移動端末を形成することがで
きるものである。
【００１３】
従来、コンピュータからのデータ通信を行う際に、携帯通信機器にその一端が接続される
接続用ケーブルと、この接続用ケーブルの他端が接続されるデータ通信カードとを、あわ
せて用意する必要があり、持ち運びが非常に不便であり、携帯性が悪かった。
【００１４】
この問題点を解消するために、アンテナ、受話部、送話部、操作部、及び第１のコネクタ
を有する本体と、上記第１のコネクタと嵌合する第２のコネクタ、及びデータ通信用のカ
ードを有する組立体とが着脱可能に構成される。
【００１５】
従来の携帯通信機器は、コンピュータからのデータ通信を行う際に、携帯通信機器にその
一端が接続される接続用ケーブルと、この接続用ケーブルの他端が接続されるデータ通信
カードとを、あわせて用意する必要があり、持ち運びが非常に不便であり、携帯性が悪い
という問題がある。
【００１６】
また、従来の携帯通信機器に常時データ通信カードを設けると、そのデータ通信カードの
形状のために、携帯通信機器全体の形状が大型化するという問題がある。
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【００１７】
これらの問題点を解消する為になされたものであり、持ち運びが便利であり、携帯性の良
い携帯通信機器を得ることを目的とする。
【００１８】
この課題を解決するための手段としてこの携帯通信機器は、アンテナ、受話部、送話部、
操作部、及び第１のコネクタを有する本体と、第１のコネクタと嵌合する第２のコネクタ
、及びデータ通信用のカードを有する組立体とが着脱可能に構成されたものである。
【００１９】
また、この携帯通信機器は、データ通信用のカードが、ヒンジを介して組立体に取り付け
られ、本体の第１のコネクタと組立体の第２のコネクタとを嵌合させると、ヒンジを介し
てデータ通信用のカードを回動させた時に、本体の操作部を覆うものである。
【００２０】
さらに、この携帯通信機器は、データ通信用のカードが、ＰＣＭ－ＣＩＡ規格であるもの
である。
【００２１】
また、この携帯通信機器は、データ通信用のカードが、コンピュータが有するデータ通信
カード用のスロットに挿入されるものである。
【００２２】
さらに、この携帯通信機器は、コンピュータから本体へのデータ伝送が、コンピュータが
有するデータ通信カード用スロット、データ通信用のカード、第２のコネクタ、及び第１
のコネクタの順で、これらを介して行われるものである。
【００２３】
また、この携帯通信機器は、本体からコンピュータへのデータ伝送が、第１のコネクタ、
第２のコネクタ、データ通信用のカード、及びコンピュータが有するデータ通信カード用
スロットの順で、これらを介して行われるものである。
【００２４】
この効果として、以上のように、この携帯通信機器は、アンテナ、受話部、送話部、操作
部、及び第１のコネクタを有する本体と、第１のコネクタと嵌合する第２のコネクタ、及
びデータ通信用のカードを有する組立体とが着脱可能に構成されたものであり、コンピュ
ータを用いたデータ通信を行う際に、その組立てに必要な機材を少なくすることができ、
しかもその組立てや接続が非常に容易となる。また、デザイン性に優れた、小型の携帯通
信機器でも携帯電話機として利用できるだけでなく、データ通信にも利用できるようにな
る。
【００２５】
また、従来技術として、特開２０００－２５２１４４号公報がある（特許文献２参照。）
。
【００２６】
これは、携帯電話機、または携帯型パーソナルコンピュータなどにカメラを設けた携帯情
報端末機およびカメラ装置に関するものである。
【００２７】
携帯電話機にカメラが一体化されたものしかなく、カメラを携帯電話機から着脱自在にす
ることができない。
【００２８】
解決手段として、着脱機構部により、携帯機本体にカメラ部を着脱自在すると共に、携帯
機本体にカメラ部を装着した時には、非接触コネクタを介して制御信号、クロック信号、
映像信号、および電力を携帯機本体およびカメラ部間において伝送することにより、携帯
機本体にカメラ部を装着した時の所定の機能を可能にした。
【００２９】
従来では、携帯電話機にカメラを一体化したものが存在するものの、携帯電話機にカメラ
を着脱自在にしたものは存在しなかった。また、携帯型パーソナルコンピュータにおいて
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、電磁誘導作用により電源やデータのやり取りを行う従来技術として特開平９－２６８３
４号公報があり、これは携帯型パーソナルコンピュータのヒンジ部の背面に、本体および
ディスプレイの双方に、磁性コアおよびコイルを設け、電磁誘導作用により本体からディ
スプレイに電源やデータを伝送し、ヒンジ部の応力による断線不良を改善するものである
。
【００３０】
従来の携帯情報端末機は以上のように構成されているので、携帯電話機にカメラが一体化
され、カメラを着脱自在にすることができないため、必要な時だけ携帯電話機にカメラを
装着したり、また、携帯電話機に装着されたカメラを取り外して、そのカメラを他の用途
に用いたりすることができないなどの課題があった。
【００３１】
また、特開平９－２６８３４号公報に示された従来技術は、携帯型パーソナルコンピュー
タの本体からディスプレイに電源やデータを伝送するものであり、携帯電話機の本体から
カメラに非接触に電源やデータを伝送するものではないので、その従来技術を携帯電話機
の本体にカメラを着脱自在にする技術に適用することができない。
【００３２】
上記のような課題を解決するためになされたもので、携帯機本体にカメラ部を着脱自在に
すると共に、携帯機本体にカメラ部を装着した時における信号の伝送を有効に行わせるこ
とにより、回路規模を小型にしたり、信頼性を高めることができる携帯情報端末機および
カメラ装置を得ることを目的とする。
【００３３】
この課題を解決するために係る携帯情報端末機は、携帯機本体に着脱自在に取り付けられ
るカメラ部を有し、携帯機本体およびカメラ部には、カメラ部の取り付け時、対向する位
置に設けられ、電磁誘導作用により携帯機本体からカメラ部に電源電力を供給する第１の
非接触コネクタと、カメラ部の取り付け時、対向する別の位置に設けられ、電磁誘導作用
により携帯機本体およびカメラ部間で信号の伝送を行う第２の非接触コネクタとを備えた
ものである。
【００３４】
係る携帯情報端末機は、携帯機本体は携帯通信端末であり、第２の非接触コネクタは携帯
通信端末の通信用基準クロックに同期した信号を携帯通信端末からカメラ部に伝送し、カ
メラ部は伝送されたクロック信号に同期して信号処理を行うようにしたものである。
【００３５】
係る携帯情報端末機は、第２の非接触コネクタにより、携帯機本体からカメラ部に制御信
号を伝送しており、カメラ部に設けられたクロック再生回路は伝送された制御信号からク
ロック信号を再生し、クロック再生回路により再生されたクロック信号に同期して制御信
号を信号処理するようにしたものである。
【００３６】
係る携帯情報端末機は、第２の非接触コネクタにより、カメラ部から携帯機本体にカメラ
部により撮像された映像信号を伝送しており、携帯機本体に設けられたクロック再生回路
は伝送された映像信号からクロック信号を再生し、クロック再生回路により再生されたク
ロック信号に同期して映像信号を信号処理するようにしたものである。
【００３７】
係る携帯情報端末機は、第２の非接触コネクタを介して伝送される信号を、携帯機本体ま
たはカメラ部によりリターン・ツウ・ゼロ形式に変調して伝送するようにしたものである
。
【００３８】
係る携帯情報端末機は、カメラ部には、第１の非接触コネクタを介して供給される電源電
力の電圧値と基準電圧値との誤差信号を検出する誤差検出回路を有し、携帯機本体には、
第１の非接触コネクタを介してカメラ部に供給する電源電力を調整する調整手段を有し、
調整手段は、第２の非接触コネクタを介して伝送される誤差検出回路の検出した誤差信号
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に基づいてカメラ部に供給する電源電力を調整するようにしたものである。
【００３９】
係る携帯情報端末機は、第２の非接触コネクタにより、カメラ部から携帯機本体にカメラ
部により撮像された映像信号を伝送しており、カメラ部は撮像した信号を圧縮回路により
圧縮して第２の非接触コネクタを介して携帯機本体に伝送するようにしたものである。
【００４０】
係る携帯情報端末機は、第２の非接触コネクタにより、２種類の信号を携帯機本体および
カメラ部間で伝送しており、各信号を時分割して伝送するようにしたものである。
【００４１】
係る携帯情報端末機は、第２の非接触コネクタにより、カメラ部の取り付け時、対向する
別の異なる位置に複数設けられ、各々が異なる信号を伝送するようにしたものである。
【００４２】
係るカメラ装置は、携帯機本体と着脱自在なカメラ装置であって、携帯機本体に装着時、
電磁誘導作用によって携帯機本体から電源電力を供給される第１の非接触コネクタと、携
帯機本体に装着時、電磁誘導作用によって携帯機本体との間で信号の伝送を行う第２の非
接触コネクタと、第１の非接触コネクタを介して供給される電源電力を整流して各部に供
給する整流平滑回路と、撮像回路により撮像された映像信号を変調し、第２の非接触コネ
クタを介して伝送する変調回路とを備えたものである。
【００４３】
係るカメラ装置は、変調回路により変調された映像信号を圧縮処理して伝送するようにし
たものである。
【００４４】
効果として、以上のように、携帯機本体に着脱自在に取り付けられるカメラ部を有し、携
帯機本体およびカメラ部には、カメラ部の取り付け時、対向する位置に設けられ、電磁誘
導作用により携帯機本体からカメラ部に電源電力を供給する第１の非接触コネクタと、カ
メラ部の取り付け時、対向する別の位置に設けられ、電磁誘導作用により携帯機本体およ
びカメラ部間で信号の伝送を行う第２の非接触コネクタとを備えるように構成したので、
携帯機本体にカメラ部を着脱自在に取り付けることができると共に、第１および第２の非
接触コネクタは、電磁誘導作用により電源電力および信号を伝送するものなので、着脱時
において破損や摩耗による機械的損傷が生じることが少なく、また、外部からの湿気など
によって電気的な障害が生じることが少なく、着脱を繰り返し行っても機械的および電気
的な信頼性を維持することができる効果が得られる。
【００４５】
また、携帯機本体は携帯通信端末であり、第２の非接触コネクタは携帯通信端末の通信用
基準クロックに同期した信号を携帯通信端末からカメラ部に伝送し、カメラ部は伝送され
たクロック信号に同期して信号処理を行うように構成したので、携帯機本体およびカメラ
部において、通信用基準クロックに同期したクロック信号に応じて信号処理することがで
き、動作を安定にすることができる効果が得られる。
また、第２の非接触コネクタは、携帯機本体からカメラ部に制御信号を伝送しており、カ
メラ部に設けられたクロック再生回路は伝送された制御信号からクロック信号を再生し、
クロック再生回路により再生されたクロック信号に同期して制御信号を信号処理するよう
に構成したので、第２の非接触コネクタによるクロック信号の伝送系統を不要にすること
ができる効果が得られる。
【００４６】
また、第２の非接触コネクタは、カメラ部から携帯機本体にカメラ部により撮像された映
像信号を伝送しており、携帯機本体に設けられたクロック再生回路は伝送された映像信号
からクロック信号を再生し、クロック再生回路により再生されたクロック信号に同期して
映像信号を信号処理するように構成したので、第２の非接触コネクタによるクロック信号
の伝送系統を不要にすることができる効果が得られる。
【００４７】
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また、第２の非接触コネクタを介して伝送される信号は、携帯機本体またはカメラ部によ
りリターン・ツウ・ゼロ形式に変調された信号であるように構成したので、電磁誘導作用
を利用した第２の非接触コネクタでも障害なく、信号を伝送することができる効果が得ら
れる。
【００４８】
また、カメラ部には、第１の非接触コネクタを介して供給される電源電力の電圧値と基準
電圧値との誤差信号を検出する誤差検出回路を有し、携帯機本体には、第１の非接触コネ
クタを介してカメラ部に供給する電源電力を調整する調整手段を有し、調整手段は、第２
の非接触コネクタを介して伝送される誤差検出回路の検出した誤差信号に基づいてカメラ
部に供給する電源電力を調整するように構成したので、第１の非接触コネクタを介して携
帯機本体からカメラ部に電源電力を供給することができると共に、誤差検出回路によって
検出された誤差信号に応じて調整手段がカメラ部に供給する電源電力を調整することによ
り、カメラ部において供給される電源電力の電圧が基準電圧と一致するように制御するこ
とができ、電圧精度の高い電源をカメラ部に供給することができる効果が得られる。
【００４９】
また、第２の非接触コネクタは、カメラ部から携帯機本体にカメラ部により撮像された映
像信号を伝送しており、カメラ部は撮像した信号を圧縮回路により圧縮して第２の非接触
コネクタを介して携帯機本体に伝送するように構成したので、第２の非接触コネクタを経
由する映像信号の伝送量を少なくすることができる効果が得られる。
【００５０】
また、第２の非接触コネクタは、２種類の信号を携帯機本体およびカメラ部間で伝送して
おり、各信号を時分割して伝送するように構成したので、信号の伝送に必要な第２の非接
触コネクタの数を少なくすることができる効果が得られる。
【００５１】
また、第２の非接触コネクタは、カメラ部の取り付け時、対向する別の異なる位置に複数
設けられ、各々が異なる信号を伝送するように構成したので、各信号を時分割して伝送す
るための回路構成を不要にすることができる効果が得られる。
【００５２】
また、携帯機本体と着脱自在なカメラ装置であって、携帯機本体に装着時、電磁誘導作用
によって携帯機本体から電源電力を供給される第１の非接触コネクタと、携帯機本体に装
着時、電磁誘導作用によって携帯機本体との間で信号の伝送を行う第２の非接触コネクタ
と、第１の非接触コネクタを介して供給される電源電力を整流して各部に供給する整流平
滑回路と、撮像回路により撮像された映像信号を変調し、第２の非接触コネクタを介して
伝送する変調回路とを備えるように構成したので、携帯機本体にカメラ部を着脱自在に取
り付けることができると共に、第１および第２の非接触コネクタは、電磁誘導作用により
電源電力および信号を伝送するものなので、着脱時において破損や摩耗による機械的損傷
が生じることが少なく、また、外部からの湿気などによって電気的な障害が生じることが
少なく、着脱を繰り返し行っても機械的および電気的な信頼性を維持することができる効
果が得られる。
【００５３】
また、従来技術として、特開２０００－２５３１１８号公報がある（特許文献３参照。）
。
【００５４】
これは、携帯情報端末に対してカメラ部を着脱自在に設けた携帯情報端末または携帯電話
機に関するものである。
【００５５】
携帯電話機本体あるいはカメラ部を用途に応じてそれぞれ使い分けたい場合であっても、
一体化された両者を使わなければならず、ユーザの多様性に柔軟に対応できないなどの課
題があった。
【００５６】
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カメラ部は携帯電話機本体に対して着脱自在に形成され、カメラ部と本体は非接触電力用
・信号用コネクタをそれぞれ備え、両コネクタはカメラ部を本体に装着した際に各々対向
する位置に配設して構成したので、ＴＰＯに合わせて本体とカメラ部を容易に選択使用で
きユーザの多様性に柔軟に対応できる。
【００５７】
また、両非接触コネクタを内蔵したことにより、着脱部における機械的、電気的信頼性を
確保できるとともに、外部からの湿気や汚れなど使用環境に対する信頼性をも確保できる
。
【００５８】
近年、モバイルマルチメディアの技術開発が盛んに行われ、音声、データ、動画像を含む
映像を、時と場所を選ばずに自在にやりとりできる携帯情報端末が提供されている。例え
ば、携帯電話機にあっては、携帯電話機本体に各種操作キーや液晶表示部を備えるととも
に、撮像するためのカメラ部が当該本体部に一体化されている。
【００５９】
そして、このカメラ部は携帯電話機本体に対して姿勢を変えることができるように設けら
れており、通話者や周囲の様子を自在に切り替えて撮影できるように形成されている。
【００６０】
従来の携帯情報端末または携帯電話機は以上のように構成されているので、携帯情報端末
あるいはカメラ部を用途に応じてそれぞれ使い分けたい場合であっても、一体化された両
者を使わなければならず、ユーザの多様性に柔軟に対応できないなどの課題があった。
【００６１】
すなわち、例えば、通信相手や使用目的に合わせて撮影端末と画像端末を使い分けたり、
ＴＰＯに合わせたカメラ部を選択したり、画像端末から撮影端末にグレードアップしたい
場合には、携帯情報端末本体とカメラ部の両者を買い換えるなどしなければならなかった
。
【００６２】
また、知人同士でカメラ部のみを互いに交換し合うことにより撮影データを共有したり、
ＴＰＯに合わせた用途を無限に広げていくということが困難であり、新たな文化創出の障
害ともなっていた。そこで、カメラ部を携帯情報端末本体に対して着脱可能な携帯情報端
末の提供が望まれていたが、当該着脱部における機械的、電気的信頼性を確保するととも
に、外部からの湿気や汚れなど使用環境に対する信頼性をも確保しなければならず、その
実現に苦慮していた。
【００６３】
上記のような課題を解決するためになされたもので、携帯情報端末あるいは携帯電話機に
対してカメラ部を着脱自在に形成することにより、ＴＰＯに合わせて両者を容易に選択使
用できユーザの多様性に柔軟に対応できるとともに、信頼性の高い携帯情報端末または携
帯電話機を得ることを目的とする。
【００６４】
係る携帯情報端末は、カメラ部は本体部に対して着脱自在に形成され、当該カメラ部と当
該本体部は非接触電力用コネクタと非接触信号用コネクタとをそれぞれ備え、両コネクタ
は当該カメラ部を当該本体部に装着した際に各々対向する位置に配設したものである。
【００６５】
係る携帯情報端末は、カメラ部は本体部に対して着脱自在に形成され、当該カメラ部と当
該本体部は非接触電力用コネクタと非接触信号用コネクタとをそれぞれ備え、両コネクタ
は当該カメラ部を当該本体部に装着した際に各々対向する位置に配設したものである。
【００６６】
係る携帯情報端末は、カメラ部は本体部に対して着脱自在に形成され、当該カメラ部と当
該本体部は非接触電力用コネクタと非接触信号用コネクタとをそれぞれ備え、両コネクタ
は当該カメラ部を当該本体部に装着した際に各々対向する位置に配設され、かつ、前記カ
メラ部を電源とメモリー部とを備えたカメラ駆動装置に着脱自在に形成したものである。
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【００６７】
係る携帯情報端末は、カメラ部は本体部に対して着脱自在に形成され、当該カメラ部と当
該本体部は非接触電力用コネクタと非接触信号用コネクタとをそれぞれ備え、両コネクタ
は当該カメラ部を当該本体部に装着した際に各々対向する位置に配設され、かつ、前記カ
メラ部を電源とメモリー部とを備えたカメラ駆動装置に着脱自在に形成したものである。
【００６８】
係る携帯情報端末は、カメラ部の本体部への装着位置を当該本体部の上面としたものであ
る。
【００６９】
係る携帯情報端末は、非接触電力用コネクタおよび非接触信号用コネクタを本体部の背面
または側面または中央に配設したものである。
【００７０】
係る携帯情報端末は、カメラ部は本体部に対して前後の向きを逆転して装着可能に形成し
たものである。
【００７１】
係る携帯情報端末は、カメラ部は本体部の一部を挟持するクリップ部を備えたものである
。
【００７２】
係る携帯情報端末は、カメラ部は本体部に対して回動可能に形成したものである。
【００７３】
係る携帯情報端末は、カメラ部は拡大レンズファインダを備えたものである。
【００７４】
係る携帯情報端末は、非接触電力用コネクタおよび非接触信号用コネクタまたはカメラ部
をアンテナから離れた位置に配設したものである。
【００７５】
係る携帯情報端末は、本体部はカメラ有無判定手段とアンテナ有り整合回路およびアンテ
ナ無し整合回路と整合回路切替手段とを備えたものである。
【００７６】
係る携帯情報端末は、カメラ部の装着位置を本体部の側面部としたものである。
【００７７】
係る携帯情報端末は、非接触電力用コネクタおよび非接触信号用コネクタをアンテナの送
受信信号を通さない程度の厚みで金属被覆したものである。
【００７８】
係る携帯情報端末は、カメラ部の回動軸を非接触電力用コネクタおよび非接触信号用コネ
クタの形成面に対して垂直に設けたものである。
【００７９】
係る携帯情報端末は、カメラ部は本体部の一部に弾性的に装着されるとともに、当該本体
部への非装着時には当該カメラ部を被覆するソフトキャップを備えたものである。
【００８０】
係る携帯情報端末はカメラ部の操作位置を上面あるいは側面に回動可能に形成したもので
ある。
【００８１】
効果として、以上のように、カメラ部は本体部に対して着脱自在に形成され、当該カメラ
部と当該本体部は非接触電力用コネクタと非接触信号用コネクタとをそれぞれ備え、両コ
ネクタは当該カメラ部を当該本体部に装着した際に各々対向する位置に配設して構成した
ので、ＴＰＯに合わせて携帯情報端末の本体部とカメラ部を容易に選択使用できユーザの
多様性に柔軟に対応できる効果がある。また、両非接触コネクタを内蔵したことにより、
着脱部における機械的、電気的信頼性を確保できるとともに、外部からの湿気や汚れなど
使用環境に対する信頼性をも確保できる効果がある。
【００８２】
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また、カメラ部は本体部に対して着脱自在に形成され、当該カメラ部と当該本体部は非接
触電力用コネクタと非接触信号用コネクタとをそれぞれ備え、両コネクタは当該カメラ部
を当該本体部に装着した際に各々対向する位置に配設して構成したので、ＴＰＯに合わせ
て携帯電話機の本体部とカメラ部を容易に選択使用できユーザの多様性に柔軟に対応でき
る効果がある。また、両非接触コネクタを内蔵したことにより、着脱部における機械的、
電気的信頼性を確保できるとともに、外部からの湿気や汚れなど使用環境に対する信頼性
をも確保できる効果がある。
【００８３】
また、カメラ部は本体部に対して着脱自在に形成され、当該カメラ部と当該本体部は非接
触電力用コネクタと非接触信号用コネクタとをそれぞれ備え、両コネクタは当該カメラ部
を当該本体部に装着した際に各々対向する位置に配設され、かつ、前記カメラ部を電源と
メモリー部とを備えたカメラ駆動装置に着脱自在に形成して構成したので、携帯情報端末
の本体部から取り外して単体で使用する場合にも容易に電源を確保できる効果がある。
【００８４】
また、カメラ部は本体部に対して着脱自在に形成され、当該カメラ部と当該本体部は非接
触電力用コネクタと非接触信号用コネクタとをそれぞれ備え、両コネクタは当該カメラ部
を当該本体部に装着した際に各々対向する位置に配設され、かつ、前記カメラ部を電源と
メモリー部とを備えたカメラ駆動装置に着脱自在に形成して構成したので、携帯電話機の
本体部から取り外して単体で使用する場合にも容易に電源を確保できる効果がある。
【００８５】
また、カメラ部の本体部への装着位置を当該本体部の上面としたので、撮影画面の目線が
自然になるとともに、カメラ部の着脱が容易になる効果がある。
【００８６】
また、非接触電力用コネクタおよび非接触信号用コネクタを本体部の背面または側面また
は中央に配設して構成したので、当該配設に必要な平面部を容易に確保できる効果がある
。
【００８７】
また、カメラ部は本体部に対して前後の向きを逆転して装着可能に形成して構成したので
、本体部の使用者だけでなく周囲の風景も撮影することができる効果がある。
【００８８】
また、カメラ部は本体部の一部を挟持するクリップ部を備えて構成したので、本体部への
着脱が極めて容易にできる効果がある。
【００８９】
また、カメラ部は本体部に対して回動可能に形成して構成したので、その回動によって任
意の画面を撮影することができる効果がある。
【００９０】
また、カメラ部は拡大レンズファインダを備えて構成したので、表示画面を拡大して見る
ことができる効果がある。
【００９１】
また、非接触電力用コネクタおよび非接触信号用コネクタまたはカメラ部をアンテナから
離れた位置に配設して構成したので、アンテナの電気的特性の劣化を低減できる効果があ
る。
【００９２】
また、本体部はカメラ有無判定手段とカメラ有り整合回路およびカメラ無し整合回路と整
合回路切替手段とを備えて構成したので、カメラ部の有無にかかわらず最適なアンテナ特
性を得ることができる効果がある。
【００９３】
また、カメラ部の装着位置を本体部の側面部としたので、アンテナの電気的特性の劣化を
低減できるとともにカメラの操作性が向上できる効果がある。
【００９４】
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また、非接触電力用コネクタおよび非接触信号用コネクタをアンテナ周波数のスキンデプ
ス程度の厚みで金属被覆するとともにチップコンデンサによりアンテナ電流の金属薄膜シ
ールドへの侵入を防止したので、アンテナの電気的特性の劣化を低減できる効果がある。
【００９５】
また、カメラ部の回動軸を非接触電力用コネクタおよび非接触信号用コネクタの形成面に
対して垂直に設けて構成したので、カメラ部の配線処理を不要にできる効果がある。
【００９６】
また、カメラ部は本体部の一部に弾性的に装着されるとともに、当該本体部への非装着時
には当該カメラ部を被覆するソフトキャップを備えて構成したので、本体部と容易に着脱
できるとともに、その着脱によって撮影方向も容易に変更できるので、任意の画面を撮影
することができる。また、カメラ部の携帯時にレンズ部を容易に保護できる効果がある。
【００９７】
また、カメラ部の操作位置を上面および側面に回動可能なように構成したので、使用状況
に合わせてカメラの操作位置を容易に変更できるので、操作性のよいカメラを提供できる
効果がある。
【００９８】
また、従来技術として、特開２００２－５０９７８号公報がある（特許文献４参照。）。
【００９９】
これは、音声入出力等のイヤホンマイク端子を有する携帯電話機，ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎ
ａｌ　Ｈａｎｄｙｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ），ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）等の携帯情報端末、これらの携帯情報端末に接続する携帯
情報端末用ディジタルカメラ並びに携帯情報端末接続ディジタルカメラ装置に関する。
【０１００】
音声入力、出力などのジャック端子をディジタルカメラの接続端子、ＵＳＢケーブル等の
データ通信ケーブルの入力端子等に流用することにより専用端子を設ける必要がない携帯
情報端末用ディジタルカメラ及び携帯情報端末並びに携帯情報端末接続ディジタルカメラ
装置を提供する。
【０１０１】
携帯電話は側面にイヤホンマイク端子を有している。ディジタルカメラの本体側面に画像
データを転送するためのプラグが設けられている。プラグをイヤホンマイク端子に差し込
むと、機械的および電気的に結合される。
【０１０２】
また、このイヤホンマイク端子にＵＳＢケーブルのプラグを差し込むことにより、接続機
器との高速なデータ通信を可能とする。
【０１０３】
近年、携帯情報端末のデータ通信の高速化等に伴い、ディジタルカメラで撮像した映像を
携帯電話機を介して送信したいというニーズを実現する商品が著しく増加している。また
、一方では、携帯情報端末の音声再生能力が著しく向上したことによりディジタル音声再
生機器としての期待も高まっている。
【０１０４】
そして、街頭には音声データを販売する情報販売機等がおかれ、この情報販売機と携帯通
信端末とを所定のケーブルで接続することにより、有線によって音楽データを取り込むと
いうサービスも展開されている。また、情報の送信手段として携帯電話機やＰＨＳを利用
したモバイルコンピューティングも需要が拡大している。
【０１０５】
しかしながら、上述したように、ディジタルカメラと携帯電話などの情報端末の間で画像
データを送受する場合、従来はケーブルで接続される構造のものが多く、取扱いや携帯性
に問題がある。また、情報端末に設けられている専用角形コネクタを利用する場合は、撮
影方向を自在にするため、ディジタルカメラ側をフレキシブルに向きが変わる構造にする
必要があり、構成が複雑で高価になる。そして、ディジタルカメラと携帯電話との接続中
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は、専用の外部接続端子を専有するため、ＰＣなどの他の端末装置への利用は不可能にな
る。
【０１０６】
さらに、従来のディジタルカメラは、ディジタルカメラ自体と携帯電話、ＰＨＳ、ＰＤＡ
、モバイルパーソナルコンピュータ等の各種の携帯情報端末との汎用的な接続を予想して
いるため、液晶モニタなどの表示部や操作部が携帯情報端末にあるにもかかわらず、ディ
ジタルカメラ側にも備えることが多く、取扱い操作が複雑で、システム的にも高価となる
。また、接続した機器から給電することができないため、ディジタルカメラ本体に電池が
必要となる。これにより、筐体が大きくなり、重量も増えるため携帯に適しないという問
題があった。
【０１０７】
一方、街頭に設置されている情報販売端末等から所定のケーブルを介して情報を携帯情報
端末に取り込む場合においては、通常、携帯情報端末に接続するコネクタには表裏がある
ため、利用者は、コネクタの挿入の際にコネクタの表裏を確認しながら挿入しなければな
らず、接続が不便であるといった問題があった。
【０１０８】
また、携帯情報端末にコネクタが差し込まれた際に、コネクタがロックされるような構造
となっているが、利用者がロックされていることを知らずに無理にコネクタを取り外すこ
とにより、コネクタが劣化してしまうといった問題も生じている。
【０１０９】
また、モバイルコンピューティングを行う場合には、通常ＰＣカードが必要となるため、
外出先でパーソナルコンピュータを使用する際には、必ずＰＣカードを携帯しなければな
らず、持ち運びに不便であった。
【０１１０】
また、ＰＣカードを挿入するＰＣＭＩＡスロットはパーソナルコンピュータに１つしか設
けられていないものがあり、このスロットを携帯電話機で占有してしまうと、他の機器と
の通信が不可能になってしまう等の不便が生じた。
【０１１１】
また、モバイルコンピューティングを行った後に、周辺機器を使用したい場合には、ＰＣ
ＭＩＡスロットに挿入したＰＣカードを交換しなければならず、取扱に手間がかかるとい
った問題があった。
【０１１２】
問題を解決するための目的は、音声入力、出力などのジャック端子を持つ携帯情報端末に
接続され、ディジタルカメラ本体の構造を複雑にすることなく撮影方向を自在に変えるこ
とができる使い勝手の良好な携帯情報端末用ディジタルカメラ及び携帯情報端末並びに携
帯情報端末接続ディジタルカメラ装置を提供することを目的とする。
【０１１３】
また、他の問題を解決するための目的は、外部機器とデータ通信を行う際に、ケーブルの
接続を簡易化することにより、利便性の高い携帯情報端末を提供することである。
【０１１４】
上記目的を達成するために、データ送受信用の接点が２つ設けられたジャック端子（即ち
、コネクタのデータ送受信部に対応する接点を有するジャック端子）を具備することを特
徴とする携帯情報端末を提供する。上記構成によれば、データ送受信用の接点を２つ有す
るので、同様の構成を有するＵＳＢケーブル等のコネクタを接続することができる。
【０１１５】
また、上記携帯情報端末は、電源用接点（電源部に対応する接点）と、グランド用接点（
グランド部に対応する接点）とが更に設けられたジャック端子を具備することを特徴とす
る。上記構成によれば、電源用接点と、グランド用接点とを有するので、外部からの電源
供給が可能となる。
【０１１６】
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また、上記携帯情報端末において、前記ジャック端子の接点は、端末本体の内側から外側
に向けて一のデータ送受信用接点、他のデータ送受信用接点、グランド用接点、電源用接
点の順に配列されていることを特徴とする。
【０１１７】
このような構成によれば、接触面積の大きいケース部を電圧部とするため補充回転させた
場合においても接触不良の問題を回避することができる。また、半挿入状態においても近
接端にないため電源短絡を回避することができる。
【０１１８】
特に、電源用接点とグランド用接点の配置が、イヤホンマイク端子の接点の配置と一致す
るので、端末側のトラブルを防げる。
【０１１９】
た、前記ジャック端子は、イヤホンマイク端子として使用可能であることを特徴とする。
上記構成によれば、既存の携帯情報端末が備えているイヤホンマイク端子をデータ通信用
の端子として使用することができるため、ＵＳＢケーブル接続用のコネクタを新設する必
要がない。
【０１２０】
また、イヤホンマイク端子は、３６０度回転可能であるため、ＵＳＢコネクタを差し込む
際に差込の向きの確認が不要となり、利便性がよい。更に、ロック機構も備えていないた
め、ロックを気にせずに脱着することができる。なお、上記ジャック端子をイヤホンマイ
ク端子として使用可能である携帯情報端末として、携帯電話機，ＰＨＳ，ＰＤＡ等が挙げ
られる。
【０１２１】
また、前記ジャック端子において、一のデータ送受信用接点はデータライン用接点（ディ
ジタルカメラのプラグのデータライン部に対応する接点）として使用可能であり、他のデ
ータ送受信用接点はクロックライン用接点（ディジタルカメラのプラグのクロックライン
部に対応する接点）として使用可能であることを特徴とする。上記構成により、イヤホン
マイクをディジタルカメラで撮像したデータの送受信にも使用することができ、携帯情報
端末の多様化を図ることが可能となる。
【０１２２】
また、上記携帯情報端末は、前記ジャック端子の接続先を音声回路（音声インターフェー
ス）又はデータ処理回路（ＵＳＢインターフェース）に切り替える回路切替部（切替部）
を備えていることを特徴とする。
【０１２３】
上記構成によれば、ジャック端子に接続された外部機器に応じて、入出力されるデータを
取り扱う回路（インターフェース）を切り替えるので、外部機器に対応したデータ処理を
行うことができる。
【０１２４】
また、上記携帯情報端末において、前記回路切替部は、データ通信開始に関する情報が入
力された場（操作部から利用者によってＵＳＢモードへの切替があり、ＣＰＵからその旨
を通知する信号が入力された場合、或いは、外部機器からＵＳＢケーブルが接続された旨
を通知する所定の信号が入力された場合）に、前記ジャック端子の接続先をデータ処理回
路（ＵＳＢインターフェース）とすることを特徴とする。
【０１２５】
上記構成によれば、ＵＳＢケーブルが接続されたことを検出した場合に、回路切替部が自
動的にイヤホンマイク端子の接続先を切り替えるので、イヤホンマイク端子から出力され
る種々のデータに応じた処理を行うことが可能となる。
【０１２６】
また、この携帯情報端末は、グランド部、電圧部、データライン部及びクロックライン部
の４接点を有するジャック端子を備えたことを特徴とする。
【０１２７】
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このような携帯情報端末によれば、ジャック端子にディジタルカメラのプラグ端子を挿入
することで、機械的及び電気的に直接接続して取り付けることが可能となる。
【０１２８】
また上記構成の携帯情報端末において、前記ジャックの接点は、端末本体の内側から外側
にかけてデータライン部、クロックライン部、グランド部、電圧部の順に配列されている
のが好ましい。
【０１２９】
これにより、接触面積の大きいケース部を電圧部とすることにより補充回転させた場合に
おいても接触不良の問題を回避できる。また、半挿入状態においても近接端にないため電
源短絡を回避できる。イヤホンマイクの場合においても基部から２番目はグランド部であ
ることにより端末側のトラブルを防げる。
【０１３０】
また、上記携帯情報端末において、前記ジャック端子は、イヤホンマイク端子として使用
可能であることを特徴とする。上記構成によれば、既存の携帯情報端末が備えているイヤ
ホンマイク端子を画像データ通信用の端子として使用することができるため、ディジタル
カメラ接続用のジャックを新設する必要がない。また、上記ジャック端子をイヤホンマイ
ク端子として使用可能である携帯情報端末として、携帯電話機，ＰＨＳ，ＰＤＡ等が挙げ
られる。
【０１３１】
また上記携帯情報端末において、前記ジャック端子に入力される信号から音声回路（音声
インターフェース）または画像回路（画像インターフェース）のいずれかを選択して接続
する回路切替部（切替部）を備えている。このような構成により、ディジタルカメラを接
続するだけで撮影を開始できる。
【０１３２】
また上記構成において、前記回路切替部（切替部）は、前記ジャック端子にプラグが電気
的に接続されたとき、前記プラグの所定の端子間抵抗を測定することにより、接続された
機器を識別するので、簡単な回路構成によって接続機器を識別することができる。
【０１３３】
また、前記目的を達成するために本発明によるディジタルカメラは、音声入力、出力など
のジャック端子を備える携帯情報端末に接続するディジタルカメラにおいて、前記ジャッ
ク端子に着脱可能なプラグを有するディジタルカメラ本体と、前記携帯情報端末のジャッ
ク端子に前記プラグを差し込んだとき、前記プラグの軸を支点に前記ディジタルカメラ本
体が回転するように構成されている。
【０１３４】
このような携帯情報端末用ディジタルカメラによれば、ディジタルカメラのプラグ端子を
携帯情報端末のジャック端子に直接挿入して接続すれば、両者は機械的及び電気的に接続
されて一体化する。このため、従来必要だった接続用のケーブルが不要となり、また、デ
ィジタルカメラ本体が携帯情報端末と一体化されるため片手での撮影が可能になる。
【０１３５】
上記構成において、その先端が前記ディジタルカメラのレンズの光軸と略直角方向になる
ように配置されたプラグを有している。これにより、携帯情報端末の側面に設けられるの
が一般的であるジャック端子にプラグ端子を接続したとき、携帯情報端末の表示部を見な
がら撮影するのに最適なカメラ位置を容易に設定することができる。
【０１３６】
上記構成において、前記ディジタルカメラ本体または携帯情報端末のいずれかに音声回路
と画像回路の切り替えを行う切替部を有し、前記ジャック端子とプラグが電気的に接続さ
れたとき、画像信号をディジタルカメラ側から前記ジャック端子、プラグを介して携帯情
報端末に送るように構成されている。これにより、ディジタルカメラを接続するだけで撮
影を開始できる。
【０１３７】
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さらに、上記構成において、前記ディジタルカメラ本体の前記プラグの周辺に突堤部を設
け、前記ジャック端子に前記プラグを差し込んだとき、前記突堤部を前記ジャック端子の
周辺部に突き当て、前記ディジタルカメラを回転させたとき、前記ジャック端子の周辺部
に対し突堤部の面を滑動させるように構成されている。
【０１３８】
これにより携帯情報端末に対しディジタルカメラを容易に滑動させて回転させることがで
きる。この場合、好適には前記突堤部を凸曲面に形成するとよい。
【０１３９】
また上記構成において、前記プラグは、電圧部と、グランド部と、クロックライン部と、
データライン部とからなる４接点を有するように構成されている。
【０１４０】
これにより、携帯情報端末から電源の供給を受けて撮影し、撮影した映像を携帯情報端末
に送ることができる。
【０１４１】
また上記構成において、前記プラグの接点は、ディジタルカメラ本体側の基部から電圧部
、グランド部、クロックライン部及びデータライン部の順に配列されるように構成されて
いる。
【０１４２】
これにより、接触面積の大きいケース部を電圧部とすることにより補充回転させた場合に
おいても接触不良の問題を回避できる。また、半挿入状態においても近接端にないため電
源短絡を回避できる。イヤホンマイクの場合においても基部から２番目はグランド部であ
ることにより端末側のトラブルを防げる。
【０１４３】
また上記構成において、前記プラグの前記グランド部－前記クロックライン部間は絶縁さ
れるように構成されている。このように構成することにより、上記端子間の抵抗値を検出
することによって、本ディジタルカメラが接続されていることを接続先の携帯情報端末に
認識させることが可能となる。
【０１４４】
また上記構成において、前記プラグの軸方向断面を円形にすることにより、プラグ端子の
接続角度を３６０度から任意に選択でき、しかも、接続状態でプラグ端子の軸を中心に回
転させて角度調整することもできる。
【０１４５】
また上記構成において、挿通部を有するので、紐状のものを貫通させることができ持ち運
びを容易にすることができる。
【０１４６】
また上記構成において、前記プラグを支持して該プラグと連動可能な移動部材と、前記移
動部材を前記プラグの軸線に沿って進退自在に支持し、該プラグを前記ディジタルカメラ
本体に収納可能とするガイド部とを有するので、プラグ端子を本体に収納することができ
る。
【０１４７】
また上記構成において、当該ディジタルカメラが有するレンズを保護するレンズカバーを
備え、前記レンズカバーは前記移動部材と連動することにより該レンズから着脱可能とな
っていることにより、レンズにカバーを被せることができ、埃や衝撃等からレンズを保護
することができる。
【０１４８】
なお、上記構成からなる携帯情報端末用ディジタルカメラにおいて、前記プラグに電気的
に接続可能な第１の端子と、前記携帯情報端末に前記プラグ端子から送出された情報を伝
達可能な第２の端子とを有するケーブルを介して携帯情報端末とプラグ端子とを接続する
ことにより、上下だけではなく左右にもカメラを移動させることが可能となる。これによ
り、より広範囲にわたる撮影が可能となる。
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【０１４９】
効果として、以上、説明したように、データ送受信用の接点を２つ有するので、同様の構
成からなるＵＳＢケーブルのコネクタを接続することができる。
【０１５０】
これにより、従来必要であったＰＣカードを携帯する必要がなくなり、利便性の良い携帯
情報端末を提供することができるという効果が得られる。
【０１５１】
更に、ＰＣカードの差し込みスロットを使用せずに、携帯情報端末とパーソナルコンピュ
ータ間のデータ通信を行うことができるので、パーソナルコンピュータ側では他の周辺装
置を並行して操作することが可能となる。
【０１５２】
また、上記携帯情報端末は、電源用接点と、グランド用接点とを更に有するので、外部か
らの電源供給が可能となる。この結果、携帯電話機の電力消費を抑制することができると
いう効果が得られる。
【０１５３】
また、この携帯情報端末によれば、ジャック端子の接点は、端末本体の内側から外側に向
けて一のデータ送受信用接点、他のデータ送受信用接点、グランド用接点、電源用接点の
順に配列されているので、接触面積の大きいケース部を電圧部とするため補充回転させた
場合においても接触不良の問題を回避することができる。
【０１５４】
また、半挿入状態においても近接端にないため電源短絡を回避することができる。特に、
電源用接点とグランド用接点の配置が、イヤホンマイク端子の接点の配置と一致するので
、端末側のトラブルを防げるという利点がある。
【０１５５】
また、この携帯情報端末によれば、既存の携帯情報端末が備えているイヤホンマイク端子
をデータ通信用の端子として使用することができるため、ＵＳＢケーブル接続用のコネク
タを新たに設ける必要がない。
【０１５６】
この結果、携帯通信端末の小型化、軽量化、及び低コスト化実現できると共に、利便性の
よい携帯情報端末を提供することができるという効果が得られる。
【０１５７】
また、イヤホンマイク端子は、３６０度回転可能であるため、ＵＳＢコネクタを差し込む
際に差込の向きの確認が不要となり、利便性がよい。更に、ロック機構も備えていないた
め、ロックを気にせずに脱着することができるという効果が得られる。
【０１５８】
また、この携帯情報端末によれば、ジャック端子において、一のデータ送受信用接点はデ
ータライン用接点として使用可能であり、他のデータ送受信用接点はクロックライン用接
点として使用可能であることを特徴とするので、イヤホンマイクをディジタルカメラで撮
像したデータの送受信にも使用することができ、携帯情報端末の多様化を図ることが可能
となる。
【０１５９】
これにより、利用者のニーズの多様化に対応した利便性の高い携帯情報端末を提供するこ
とができるという効果が得られる。
【０１６０】
また、この携帯情報端末によれば、ジャック端子の接続先を音声回路又はデータ処理回路
に切り替える回路切替部を備えているので、ジャック端子に接続された外部機器に応じて
、入出力されるデータを取り扱う回路を切り替えるので、外部機器に対応したデータ処理
を行うことができる。
【０１６１】
これにより、異なるデータを取り扱う外部機器であっても、１つのジャック端子を使用し
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て接続できるという効果が得られる。
【０１６２】
また、この携帯情報端末によれば、ＵＳＢケーブルが接続されたことを検出した場合に、
回路切替部が自動的にイヤホンマイク端子の接続先を接続された機器に応じて切り替える
ので、イヤホンマイク端子から出力される種々のデータに応じた処理を行うことが可能と
なる。
【０１６３】
また、この携帯情報端末は、グランド部、電圧部、データライン部及びクロックライン部
の４接点を有するジャック端子を備えるので、ジャック端子にディジタルカメラのプラグ
端子を挿入することで、機械的及び電気的に直接接続して取り付けることが可能となる。
【０１６４】
これにより、携帯情報端末から電源の供給を受けて撮影し、撮影した映像を携帯情報端末
に送ることができる。
【０１６５】
また上記構成の携帯情報端末において、前記ジャックの接点は、端末本体の内側から外側
にかけてデータライン部、クロックライン部、グランド部、電圧部の順に配列されている
ので、接触面積の大きいケース部を電圧部とすることにより補充回転させた場合において
も接触不良の問題を回避できる。
【０１６６】
また、半挿入状態においても近接端にないため電源短絡を回避できる。イヤホンマイクの
場合においても基部から２番目はグランド部であることにより端末側のトラブルを防げる
。
【０１６７】
また、この携帯情報端末によれば、ジャック端子は、イヤホンマイク端子として使用可能
であるので、既存の携帯情報端末が備えているイヤホンマイク端子をデータ通信用の端子
として使用することができるため、ディジタルカメラ接続用のジャックを新たに設ける必
要がない。
【０１６８】
この結果、携帯通信端末の小型化、軽量化、及び低コスト化実現できると共に利便性のよ
い携帯情報端末を提供することができるという効果が得られる。
【０１６９】
また上記構成において、前記ジャック端子に入力される信号から音声回路または画像回路
のいずれかを選択して接続する回路切替部を備えている。このような構成により、ディジ
タルカメラを接続するだけで撮影を開始できる。
【０１７０】
また上記構成において、前記回路切替部は、前記ジャック端子にプラグが電気的に接続さ
れたとき、前記プラグの所定の端子間抵抗を測定することにより、接続された機器を識別
するので、簡単な回路構成によって接続機器を識別することができる。
【０１７１】
また、これは、音声入力、出力などのジャック端子を備える携帯情報端末に接続するディ
ジタルカメラにおいて、ディジタルカメラ本体と、その先端が、ディジタルカメラのレン
ズの光軸と略直角方向になるように配置されたプラグとを有し、携帯情報端末のジャック
端子にプラグを差し込んだとき、プラグの軸を支点にディジタルカメラ本体が回転するよ
うに構成されている。
【０１７２】
また、携帯情報端末に本発明によるディジタルカメラを接続したとき、撮影方向を自在に
調整できるため、使い勝手の良好なディジタルカメラを実現できる。更に、予め携帯情報
端末に設けられているジャック端子を流用して接続できるため、接続端子を別途も受ける
必要が無くなり、商品を安価に提供できるという効果が得られる。また、ディジタルカメ
ラ本体が携帯情報端末と一体化されるため片手での撮影が可能になり利便性が向上すると
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いう効果が得られる。
【０１７３】
また、その先端がディジタルカメラのレンズの光軸と略直角方向になるように配置された
プラグを有しているため、携帯情報端末の側面に設けられるのが一般的であるジャック端
子にプラグ端子を接続したとき、携帯情報端末の表示部を見ながら撮影するのに最適なカ
メラ位置を容易に設定することができるという効果が得られる。
【０１７４】
また、ディジタルカメラ本体または携帯情報端末のいずれかに音声回路と画像回路の切り
替えを行う切替部を有し、ジャック端子とプラグが電気的に接続されたとき、画像信号を
ディジタルカメラ側からジャック端子、プラグを介して携帯情報端末に送るように構成さ
れているため、煩雑であった初期設定などの操作が不要となる。
【０１７５】
この結果、ディジタルカメラを接続するだけで直ちに撮影を開始することができるという
効果が得られる。
【０１７６】
さらに、ディジタルカメラ本体のプラグの周辺に突堤部を設け、ジャック端子にプラグを
差し込んだとき、突堤部をジャック端子の周辺部に突き当て、ディジタルカメラを回転さ
せたとき、ジャック端子の周辺部に対し突堤部の面を滑動させるように構成されているた
め、携帯情報端末に対しディジタルカメラを容易に滑動させて回転させることができると
いう効果が得られる。
【０１７７】
また、プラグ端子は、電圧部と、グランド部と、クロックライン部と、データライン部と
からなる４接点を有するように構成されているため、携帯情報端末から電源の供給を受け
て撮影し、撮影した映像を携帯情報端末に送ることができる。この結果、ディジタルカメ
ラ本体には電源を供給する装置が不要となるため、コストの削減及び重量の軽減、小型化
を図ることができるという効果が得られる。
【０１７８】
また、プラグ端子の接点は、ディジタルカメラ本体側の基部から電圧部、グランド部、ク
ロックライン部及びデータライン部の順に配列されるように構成されているため、接触面
積の大きいケース部を電圧部とすることにより補充回転させた場合においても接触不良の
問題を回避できるという効果が得られる。
【０１７９】
また、半挿入状態においても近接端にないため電源短絡を回避できるという効果を奏する
。更に、イヤホンマイクの場合においても基部から２番目はグランド部であることにより
端末側のトラブルを防ぐことができるという効果が得られる。
【０１８０】
また、プラグ端子のグランド部－クロックライン部間は絶縁されるように構成されている
。このように構成することにより、上記端子間の抵抗値を検出することによって、本ディ
ジタルカメラが接続されていることを接続先の携帯情報端末に認識させることが可能とな
る。
【０１８１】
この結果、他のプラグが接続された場合と、本ディジタルカメラが接続された場合とを簡
単な回路構成により容易に携帯情報端末に認識させることができるため、コスト削減及び
小型化などを図ることができるという効果が得られる。
【０１８２】
また、プラグ端子の軸方向断面を円形にすることにより、プラグ端子の接続角度を３６０
度から任意に選択でき、しかも、接続状態でプラグ端子の軸を中心に回転させて角度調整
することもできるという効果が得られる。
【０１８３】
また、挿通部を有するので、紐状のものを携帯情報端末に予め備えられているストラップ
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穴とこの挿通部を通した後、紐の両端を結合することにより、ディジタルカメラと携帯情
報端末とを一体化し、持ち運びに好適とすることができるという効果が得られる。
【０１８４】
また、プラグを支持して該プラグと連動可能な移動部材と、移動部材をプラグの軸線に沿
って進退自在に支持し、該プラグを前記ディジタルカメラ本体に収納可能とするガイド部
とを有するので、プラグ端子を本体に収納することができ、携帯に好適となるという効果
が得られる。
【０１８５】
また、当該ディジタルカメラが有するレンズを保護するレンズカバーを備え、前記レンズ
カバーは移動部材と連動することにより該レンズから着脱可能となっていることにより、
プラグ端子をディジタルカメラ本体に収納できるとともにレンズにもカバーを被せること
ができ、埃や衝撃等からレンズを保護することができるという効果が得られる。
【０１８６】
また、従来技術として、特開２００２－１９８８４９号公報がある（特許文献５参照。）
。
【０１８７】
これは、折りたたむことによってコンパクトになる折りたたみ式無線通信端末に係り、特
に、折りたたんでもコンパクトな状態のままで、表示部を見ることができ、さらに操作部
を操作することが可能になる折りたたみ式無線通信端末、たとえば、折りたたみ式携帯電
話機に関する。
【０１８８】
外観がいびつにならず、表示部側筐体と操作部側筐体とを連結する部分の強度を保ちつつ
、折りたたまれた場合でも表示部を見ることができる折りたたみ式無線通信端末を提供す
ることを目的とする。
【０１８９】
ＬＣＤ部が設けられる表示部側筐体部３が回転部を通じて連結部の一端に接続して、一方
、キーボード部２が設けられる操作部側筐体部は、回転部を通じて連結部の他端に接続す
ることによる。
【０１９０】
従来、折りたたみ式携帯電話機としては、ＬＣＤ部が設置される表示部側筐体部と、キー
ボード部が設置される操作部側筐体部とが筐体部を回転させるための回転部を介して接続
して、表示部側筐体部と操作部側筐体部とを異なる向きに配置することが可能な携帯電話
機がある。
【０１９１】
このような折りたたみ式携帯電話機の場合、表示部側筐体部に大きなスペーを与えること
ができるので、表示部であるＬＣＤ部を大きくすることが可能になる。
【０１９２】
しかし、折りたたみ式携帯電話機では、回転部が大きくなってしまい、回転部上の無駄な
スペースが生じることになる。さらに、回転部があることにより、折りたたみ式携帯電話
機の外観もいびつなものになってしまう。
【０１９３】
さらに、表示部と操作部とが対面するように表示部側筐体部と操作部側筐体部とが接触す
る程度に、折りたたみ式携帯電話機が折りたたまれると、表示部を使用者が見ることがで
きなくなる。
【０１９４】
また、使用者が操作部において携帯電話機を操作できなくなってしまうという問題もある
。このような問題を解決する携帯電話機として、たとえば特開平１１－０３０２２６に開
示されている携帯電話機（明細書中では、折り畳み式携帯型電子機器と呼ばれている）が
ある。
【０１９５】
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しかし、特開平１１－３０２２６に開示されている折りたたみ式携帯電話機では、表示部
側筐体をピボットのみで支持しているため、表示部側筐体を支える強度が弱いという問題
がある。さらに、ピボットの長さだけ表示部側筐体の大きさを小さくするので、表示部が
小さくなるという問題もある。
【０１９６】
これは、上記の従来技術に鑑みてなされたものであって、その目的は、外観がいびつにな
らず、表示部側筐体と操作部側筐体とを連結する部分の強度を保ちつつ、折りたたまれた
場合でも表示部を見ることができる折りたたみ式無線通信端末を提供することである。
【０１９７】
また、ほかの目的は、折りたたまれた場合でも操作部において操作することができる折り
たたみ式無線通信端末を提供することである。
【０１９８】
上記の課題を解決するために、この発明の折りたたみ式無線通信端末は、画像を表示する
表示部を含む表示部側筐体と、操作をするための操作部を含む操作部側筐体とが互いに折
りたたみ可能に連結された折りたたみ式の無線通信端末において、表示部側筐体を回転さ
せるための第１の回転手段と、操作部側筐体を回転させるための第２の回転手段と、これ
らの第１の回転手段と第２の回転手段とのそれぞれの軸線を含む所定部分を連結する連結
部と、を具備して、第１の回転手段と第２の回転手段とのそれぞれの回転の軸線は、互い
に平行に設定される。
【０１９９】
また、この折りたたみ式無線通信端末は、画像を表示する表示部を含む表示部側筐体と、
操作をするための操作部を含む操作部側筐体とが互いに折りたたみ可能に連結された折り
たたみ式の無線通信端末において、表示部側筐体の一端の一部に設けられる第１の回転手
段と、操作部側筐体の一端の一部に設けられる第２の回転手段と、第１の回転手段と第２
の回転手段とを連結する連結部と、を具備して、この連結部の一端は、第１の回転手段に
おける軸線の一部を含みつつ、表示部側筐体の一端の一部に嵌合して連結し、この連結部
の他端は、第２の回転手段における軸線の一部を含みつつ、操作部側筐体の一端の一部に
嵌合して連結し、第１の回転手段と第２の回転手段とのそれぞれの回転の軸線は、互いに
平行に設定される。
【０２００】
したがって、１つだけ回転手段が設置される場合に比較して、各回転手段は、小さくなる
。ゆえに、無線通信端末の回転手段および連結部は、携帯電話機の大きさに比較して小さ
く設置されることが可能になる。
【０２０１】
また、軸線を含む所定部分とは、回転手段の軸線を含む一部分のことである。そして、こ
の一部分は必ずしも回転する必要はない。
【０２０２】
効果として、この折りたたみ式無線通信端末によれば、外観がいびつになることなく、折
りたたまれた場合でも表示部を見ることができる。
【０２０３】
また、折りたたまれた場合でも操作部において操作することができる。
【０２０４】
さらに、新たなスペースを設けることなく、連結部にＣＣＤカメラ、オプションキー等の
機器を付属させて、限られたスペースに多機能を具備させることが可能になる。
【０２０５】
また、従来技術として、特開２００２－２０８９９９号公報がある（特許文献６参照。）
。
【０２０６】
これは、インターネットや電話回線等の通信網に接続可能となる携帯情報端末に関する。
【０２０７】
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携帯電話の使い勝手を向上させつつ、表示部を必要に応じて取り外す又は任意に変更する
ことができる携帯情報端末を提供する。
【０２０８】
携帯情報端末は携帯情報端末本体と、その表示部とを備えている。表示部には携帯情報端
末本体からの情報を表示する液晶などで設けられた画面が備えられる。
【０２０９】
そして、表示部には携帯情報端末本体に電気的に接続するための凸部が設けられる。さら
に、携帯情報端末本体には表示部の凸部を受けるための凹部が設けられる。凸部と凹部と
が差し込まれて嵌合することにより、携帯情報端末本体と表示部が接続されて、携帯情報
端末本体の操作部で入力した内容が表示部の画面上に出力される。
【０２１０】
従来から現在にかけて、携帯電話等の携帯情報端末は劇的に小型化された。しかも機能及
び通話性能を向上させた上でである。これにより、携帯性が満足できる大きさに達したと
いえる。
【０２１１】
しかしながら、現在において小型化がなされない端末が増加しつつある。その理由として
、電話番号やＥメールなどを表示するモニタが小型化されると、使い勝手が悪化するから
である。
【０２１２】
例えば、携帯電話とＥメールのやりとりをするための小型入力端末とがあるとする。この
場合、小型入力端末は、携帯電話のモニタや操作部よりともに大きなモニタや操作部を備
えている。
【０２１３】
ここで、携帯電話を用いてＥメールを送信する場合、まず、携帯電話と小型入力端末とを
ケーブルで接続する。その後、小型携帯端末のモニタを見ながら操作部を操作して文字を
入力する。Ｅメールの文章が完成した後、小型携帯端末の操作部を操作してＥメールを送
信する。
【０２１４】
すなわち、一連の動作の中では携帯電話のモニタ及び操作部は使用せず、携帯電話は単に
Ｅメールを送信するための通信手段でしかない。
【０２１５】
課題は、携帯電話の使い勝手を向上させつつ、表示部を必要に応じて取り外す又は任意に
変更することができる携帯情報端末を提供することにある。
【０２１６】
上記課題を解決するために、この携帯情報端末は、携帯情報端末本体の操作を可能とする
操作部を備え、インターネットや電話回線等の通信網に接続可能となる携帯情報端末であ
って、前記携帯情報端末本体とは別体に備えられた表示部に対し、前記携帯情報端末本体
に設けられた出力手段から、前記表示部に設けられた入力手段に向かって、前記操作部で
入力した情報を送信することによって、前記情報が前記表示部に表示されることを特徴と
する。
【０２１７】
これにより、表示部は常に携帯情報端末本体に接続されていなくてもよいため、任意の箇
所に設けることが可能となる。そして、携帯情報端末本体は各所に設けられた、もしくは
各自が任意に持っている表示部に情報を表示することが可能となる。これに伴い、携帯情
報端末本体の操作部は、使用者の使い勝手のよいものが使用できるため、操作がしやすく
なる。
【０２１８】
また、携帯情報端末本体の操作を可能とする操作部を備え、インターネットや電話回線等
の通信網に接続可能となる携帯情報端末であって、前記携帯情報端末本体は、前記表示部
が着脱可能に設けられることを特徴とする。
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【０２１９】
これにより、携帯情報端末本体は表示部が着脱できるため、例えば電話等の会話時には表
示部を取り外して使用するため本体の重量や電池消費量が少なくなり、またインターネッ
ト等に接続している場合には、近くに設けられている表示部を取り付けて効率よく閲覧す
るといった、状況に応じて携帯情報端末の形態を変更することが可能となる。
【０２２０】
更に具体的には、携帯情報端末本体の操作を可能とする操作部を備え、インターネットや
電話回線等の通信網に接続可能となる携帯情報端末であって、前記携帯情報端末本体側に
は、前記表示部を接続するための凹部が設けられ、一方前記表示部側には、前記携帯情報
端末本体に接続するための凸部が設けられ、前記凹部と前記凸部とが嵌合することにより
、前記携帯情報端末本体と前記表示部とが一体となって使用される。
【０２２１】
これにより、携帯情報端末本体と表示部とがそれぞれに設けられた凹部、凸部によって接
続されるため、接続のためのケーブルなどを必要とせず、容易に接続可能となる。
【０２２２】
さらに、前記携帯情報端末本体には、伸縮自在に設けられる送話部が備えられる。そして
、前記携帯情報端末本体には、可倒自在に設けられた受話部が備えられ、その受話部は使
用者の耳孔に挿入可能な形状に設けられ、使用しない時には前記受話部が前記携帯情報端
末本体内に埋没し、使用時には前記受話部が前記使用者の耳孔に挿入される。
【０２２３】
これにより、携帯情報端末は自身が小型化されたとしても、送話部及び受話部が口元及び
耳元に配置されるため、携帯情報端末のさらなる小型化が可能となる。
【０２２４】
そして、受話部は耳孔に挿入される形状となるため、受話出力を増加させなくてもよいた
め、消費電力を減らすことができ、また周りの環境にも左右されずに正確に聞き取ること
が可能となる。また、受話部は必要に応じて携帯情報端末本体から起こされたり収納され
たりするため、見栄えもすっきりする。
【０２２５】
また、前記携帯情報端末本体には、着脱可能な前記表示部とは別の、小型表示部が備えら
れる。
【０２２６】
これにより、携帯情報端末は表示部がたとえ存在しなかったとしても、電話等の最小限度
の表示機能を備える小型表示部を有するため、電話等の使用は可能となる。さらに、電話
等の機能しか必要としない使用者にとっては、表示部は必要なく、携帯情報端末のみを持
ち歩けばよいものとなる。
【０２２７】
そして、前記表示部は、手帳、本、雑誌等もしくは携帯用化粧容器等の、使用者が携帯す
ることを可能とする小型物品に設けられ、前記携帯情報端末本体と接続可能に設けられる
。
【０２２８】
これにより、表示部は改めて持っていなくても使用者が他に持参している手帳、本、雑誌
等もしくは携帯用化粧容器等の、使用者が携帯することを可能とする小型物品に設けられ
ることで、携帯情報端末本体のみを持ち歩けばよく、また表示部が大画面となるため、非
常に使い勝手がよくなる。
【０２２９】
さらに具体的には、前記携帯情報端末本体はペン型携帯情報端末の形態をなし、その表面
中央には前記操作部及び／又は前記小型表示部とが設けられ、また、片端には送話を可能
にする送話部と、もう一方の片端には受話を可能にする受話部とが設けられ、さらに前記
表示部と電気的に接続するための携帯情報端末側接続部が設けられ、手帳、本、雑誌等の
前記小型物品に設けられた表示部側接続部と、前記携帯情報端末側接続部とが接続するこ
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とで、前記携帯情報端末本体と前記表示部とが一体となって使用される。
【０２３０】
これにより、携帯情報端末本体はペン形状となることでより小型化され、そして手帳、本
、雑誌等に設けられた表示部に接続しやすくなるため、更なる使い勝手の向上が図れる。
【０２３１】
また、前記操作部において、前記使用者が押すこととなるボタンの断面形状は略凹型とな
っており、１つの前記ボタンが少なくとも２つ以上の機能を備える。
【０２３２】
これにより、ボタン１つで２つ以上の機能が使用できるため、操作スピードが向上する。
また、ボタンの断面形状が略凹型となるために、押し間違いが減少する。
【０２３３】
そして、前記表示部には、前記携帯情報端末本体のほかに、ゲームをするための操作部を
備えるゲーム本体部として接続可能となる。
【０２３４】
これにより、表示部は電話やインターネット等の通信機能を備える携帯情報端末のほかに
、ゲーム本体部をも接続できるため、操作を行う端末が増加しても表示部は１つ設ければ
よいものとなる。また、携帯情報端末本体自体にゲーム機能を備えさせることも可能とな
る。
【０２３５】
【特許文献１】
特開２０００－２０９３１７号公報（段落［０００８］～［００１５］，および［００２
８］）
【特許文献２】
特開２０００－２５２１４４号公報（段落［０００１］～［００１５］，および［００４
４］～［００５３］）
【特許文献３】
特開２０００－２５３１１８号公報（段落［０００１］～［００２１］，および［００６
８］～［００８４］）
【特許文献４】
特開２００２－５０９７８号公報（段落［０００１］～［００３３］，および［００６０
］～［００８２］）
【特許文献５】
特開２００２－１９８８４９号公報（段落［０００１］～［００１０］，および［００３
１］～［００３３］）
【特許文献６】
特開２００２－２０８９９９号公報（段落［０００１］～［００２３］）
【０２３６】
【発明が解決しようとする課題】
上述した従来の携帯電話機は、
第１の問題点は、従来の携帯電話機には通話機能とカメラ、大型の画面、データ通信等の
付加機能を一体の製品として販売しているため、全ての使用者においてオプション機能が
使えるため盗撮などの犯罪につながるケースもあった。
【０２３７】
その理由は、携帯電話機本体にオプションを接続した際に使用者の認証を行わないためで
ある。
【０２３８】
第２の問題点は、従来の携帯電話機では通話機能を持つ携帯電話機本体とは別にカメラ、
大型の画面、データ通信等の付加機能をオプションとして別売しているため、携帯電話機
本体からオプションが突出したり、携帯電話機本体とオプションが一体にならなかったり
した。
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【０２３９】
その理由は、携帯電話機本体とオプションが固定用ケースを用いて一体の装置に構成でき
ないためである。
【０２４０】
　本発明の目的は、通話機能を持つ携帯電話機本体に後付けオプションを接続するだけで
なく、固定用ケースを用いることで携帯電話機本体とオプションを一体の装置に構成し、
通話機能を持つ携帯電話機本体と使用者が必要に応じて別途購入するオプションとしてカ
メラやｗｅｂブラウザに対応した大きな画面とデータ通信機能を販売して通話機能を持つ
携帯電話機本体とオプションは固定用ケースで一体の製品として扱えるため使い安さで使
用者に負担をかけず、必要な機能のオプションを購入するため価格でも使用者に負担をか
けない組み立てオプション付携帯電話機を提供することにある。
【０２４１】
【課題を解決するための手段】
第１の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル番号など
を入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、受話音声を再
生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナンス機器
を接続するインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局
との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本
体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側イ
ンターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体側
インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプションユ
ニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケー
スの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体の操作面を固定用ケースの外に
露出させるフロント開口部Ｂを設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２４２】
また、第２の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル番
号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、画像や
データを表示するディスプレイ、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマ
イク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電
力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内
蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側イ
ンターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体側
インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプションユ
ニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケー
スの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体の操作面を固定用ケースの外に
露出させるフロント開口部Ｂを設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２４３】
また、第３の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル番
号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、受話音
声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナン
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ス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話
基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電
話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側イ
ンターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体側
インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプションユ
ニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケー
スの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体の操作面を固定用ケースの外に
露出させるフロント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うための電池パック開口部を設け
、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２４４】
また、第４の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル番
号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、画像や
データを表示するディスプレイ、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマ
イク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電
力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内
蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側イ
ンターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体側
インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプションユ
ニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケー
スの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体の操作面を固定用ケースの外に
露出させるフロント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うための電池パック開口部を設け
、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２４５】
また、第５の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル番
号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、受話音
声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナン
ス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話
基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電
話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニット
との接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する機
能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェース
コネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケー
ブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブ
ランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体の
操作面を固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
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【０２４６】
また、第６の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル番
号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、画像や
データを表示するディスプレイ、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマ
イク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電
力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内
蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニット
との接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する機
能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェース
コネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケー
ブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブ
ランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体の
操作面を固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２４７】
また、第７の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル番
号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、受話音
声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナン
ス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話
基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電
話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニット
との接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する機
能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェース
コネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケー
ブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブ
ランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体の
操作面を固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うた
めの電池パック開口部を設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２４８】
また、第８の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル番
号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、画像や
データを表示するディスプレイ、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマ
イク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電
力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内
蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニット
との接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する機
能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェース
コネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケー
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ブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブ
ランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体の
操作面を固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うた
めの電池パック開口部を設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２４９】
また、第９の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル番
号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、受話音
声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナン
ス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電話
基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電
話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側イ
ンターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体側
インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプションユ
ニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケー
スの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体に付属している受話音声を再生
するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用ケースの外に露出させるフロン
ト開口部Ｂを設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２５０】
また、第１０の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル
番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、画像
やデータを表示するディスプレイ、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音する
マイク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、
電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を
内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側イ
ンターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体側
インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプションユ
ニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケー
スの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体に付属している受話音声を再生
するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用ケースの外に露出させるフロン
ト開口部Ｂを設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２５１】
また、第１１の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル
番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、受話
音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナ
ンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電
話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯
電話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
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ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側イ
ンターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体側
インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプションユ
ニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケー
スの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体に付属している受話音声を再生
するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用ケースの外に露出させるフロン
ト開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うための電池パック開口部を設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２５２】
また、第１２の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル
番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、画像
やデータを表示するディスプレイ、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音する
マイク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、
電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を
内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側イ
ンターフェースコネクタと、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体側
インターフェースコネクタを接続するインターフェースケーブルとを備え、オプションユ
ニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケー
スの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体に付属している受話音声を再生
するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用ケースの外に露出させるフロン
ト開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うための電池パック開口部を設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２５３】
また、第１３の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル
番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、受話
音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナ
ンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電
話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯
電話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニット
との接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する機
能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェース
コネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケー
ブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブ
ランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体に
付属している受話音声を再生するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用ケ
ースの外に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２５４】
また、第１４の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル
番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、画像
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やデータを表示するディスプレイ、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音する
マイク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、
電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を
内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニット
との接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する機
能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェース
コネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケー
ブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブ
ランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体に
付属している受話音声を再生するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用ケ
ースの外に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２５５】
また、第１５の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル
番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、受話
音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナ
ンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電
話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯
電話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニット
との接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する機
能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェース
コネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケー
ブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブ
ランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体に
付属している受話音声を再生するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用ケ
ースの外に露出させるフロント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うための電池パック開
口部を設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２５６】
また、第１６の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル
番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、画像
やデータを表示するディスプレイ、受話音声を再生するスピーカー、送話音声を集音する
マイク、オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコネクタ、
電力源である電池パックを備え、携帯電話基地局との通話を行うための無線送受信機能を
内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体単体で対応し、
固定用ケースは、携帯電話機本体を搭載する部分とオプションユニットを搭載する部分を
ヒンジによりヒンジを境に折りたためる構造にし、オプションユニットのインターフェー
スコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタと、オプションユニット
との接続に必要な信号線に加えてメンテナンスに必要な信号線を外部の端子に出力する機
能も持つ携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インターフェース
コネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフェースケー
ブルとを備え、オプションユニットあるいはオプションユニットが搭載されない場合はブ
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ランクパネルとを固定用ケースの外に露出させるフロント開口部Ａと、携帯電話機本体に
付属している受話音声を再生するスピーカを除く携帯電話機本体の他の操作面を固定用ケ
ースの外に露出させるフロント開口部Ｂと、電池パックの脱着を行うための電池パック開
口部を設け、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２５７】
また、第１７の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル
番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、受話
音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナ
ンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電
話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯
電話機本体単体で対応し、
固定用ケースリアにはオプションユニット類のインターフェースコネクタが接続されるオ
プション側インターフェースコネクタと、携帯電話機本体側インターフェースコネクタと
、オプション側インターフェースコネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタ
を接続するインターフェースケーブルとを備え、電池パックの脱着を行うための電池パッ
ク開口部を設け、前記固定用ケースリアに搭載される携帯電話機本体側インターフェース
コネクタは、オプションユニット用の信号線をオプション側インターフェースコネクタに
出力する配線を持つ他に、携帯電話機本体のメンテナンスに関する信号線およびオプショ
ンユニットのメンテナンスに関する信号線を外部装置から入出力する機能を備え、外部装
置から携帯電話機本体およびオプションユニットのメンテナンスが行われ、
固定用ケースフロントはオプションユニットと、またはオプションユニットが搭載されな
い場合はブランクパネルとを固定用ケースフロントの外に露出させるフロント開口部Ａと
、携帯電話機本体の通話用キーとファンクションキーとマイクを固定用ケースフロントの
外に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
固定用ケースリアと固定用ケースフロントにより、オプションユニットと、またはオプシ
ョンユニットがない場合はブランクパネルとが、固定用ケースフロントのフロント開口部
Ａから各ユニットまたはブランクパネルが露出するように固定用ケースリアに搭載し、
また、携帯電話機本体は固定用ケースフロントのフロント開口部Ｂから携帯電話機本体の
通話用キーとファンクションキーの操作面、およびマイクの表面が、露出するように固定
用ケースリアに搭載し、
固定用ケースリアおよび固定用ケースフロントともヒンジを持ち、組み立て後、ヒンジを
境に折りたためる構造に構成し、
固定用ケースリアと固定用ケースフロントの間に携帯電話機本体とオプションユニット類
を挟み込むような形で収容し、固定用ケースリアに固定用ケースフロントをかぶせ、固定
用ケースリアと固定用ケースフロント間を固定し、固定用ケースリアと固定用ケースフロ
ントから構成された固定用ケースに一体の組み立てオプション付携帯電話機を収容し、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２５８】
また、第１８の発明の組み立てオプション付携帯電話機は、携帯電話機本体は、ダイヤル
番号などを入力する通話用キー、オプション関係の操作をするファンクションキー、受話
音声を再生するスピーカー、送話音声を集音するマイク、オプションユニットやメンテナ
ンス機器を接続するインターフェースコネクタ、電力源である電池パックを備え、携帯電
話基地局との通話を行うための無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯
電話機本体単体で対応し、
固定用ケースリアにはオプションの画像表示ユニットのインターフェースコネクタと、カ
メラユニットのインターフェースコネクタと、および無線データ通信ユニット類のインタ
ーフェースコネクタの各インターフェースコネクタが接続されるオプション側インターフ
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ェースコネクタと、携帯電話機本体側インターフェースコネクタと、オプション側インタ
ーフェースコネクタと携帯電話機本体側インターフェースコネクタを接続するインターフ
ェースケーブルとを備え、電池パックの脱着を行うための電池パック開口部を設け、前記
固定用ケースリアに搭載される携帯電話機本体側インターフェースコネクタは、オプショ
ンユニット用の信号線をオプション側インターフェースコネクタに出力する配線を持つ他
に、携帯電話機本体のメンテナンスに関する信号線およびオプションユニットのメンテナ
ンスに関する信号線を外部装置から入出力する機能を備え、外部装置から携帯電話機本体
およびオプションユニットのメンテナンスが行われ、
固定用ケースフロントは画面表示ユニットのディスプレイとスピーカーと、カメラユニッ
トのレンズと、無線データ通信ユニットと、またはカメラユニットと無線データ通信ユニ
ットが搭載されない場合はブランクパネルとを固定用ケースフロントの外に露出させるフ
ロント開口部Ａと、携帯電話機本体の通話用キーとファンクションキーとマイクを固定用
ケースフロントの外に露出させるフロント開口部Ｂを設け、
固定用ケースリアと固定用ケースフロントにより、オプションの画像表示ユニットと、カ
メラユニットと、無線データ通信ユニットの各ユニットと、またはカメラユニットと無線
データ通信ユニットがない場合はブランクパネルとが、固定用ケースフロントのフロント
開口部Ａから各ユニットまたはブランクパネルが露出するように固定用ケースリアに搭載
し、
また、携帯電話機本体は固定用ケースフロントのフロント開口部Ｂから携帯電話機本体の
通話用キーとファンクションキーの操作面、およびマイクの表面が、露出するように固定
用ケースリアに搭載し、
携帯電話機本体の受話音声を再生するスピーカーは固定用ケースフロントのフロント開口
部Ｂにより遮蔽し、電話用の通話としての受話音声は聞こえないようにし、電話用の通話
としての受話音声は画像表示ユニットのスピーカーから再生し、
固定用ケースリアおよび固定用ケースフロントともヒンジを持ち、組み立て後、ヒンジを
境に折りたためる構造に構成し、
固定用ケースリアと固定用ケースフロントの間に携帯電話機本体とオプションユニット類
を挟み込むような形で収容し、固定用ケースリアに固定用ケースフロントをかぶせ、固定
用ケースリアと固定用ケースフロント間を固定し、固定用ケースリアと固定用ケースフロ
ントから構成された固定用ケースに一体の組み立てオプション付携帯電話機を収容し、
固定用ケースに、携帯電話機本体および必要とするオプションユニットを随時拡張し収容
する。
【０２６９】
【発明の実施の形態】
本発明は、通話機能を持つ携帯電話機本体に後付けオプションを接続するだけでなく、固
定用ケースを用いることで携帯電話機本体とオプションを一体の装置に構成し、使いやす
い装置を提供することを特徴とする。従来は、通話機能に加えてカメラやｗｅｂブラウザ
に対応した大きな画面とデータ通信機能等の付加機能を一体の携帯電話機として販売して
いるため使用者にとっては不要な機能も含めて購入するため、価格と操作性で負担をかけ
ていた。
【０２７０】
また通話機能を持つ携帯電話機本体と付加機能をオプションとした場合、ケーブルやコネ
クタでの接続となり本体から突出するなどして装置としての一体感が無く使用者としては
使い難いものであった。
【０２７１】
しかし、本発明では通話機能を持つ携帯電話機本体と使用者が必要に応じて別途購入する
オプションとしてカメラやｗｅｂブラウザに対応した大きな画面とデータ通信機能を販売
して通話機能を持つ携帯電話機本体とオプションは固定用ケースで一体の製品として扱え
るため使い安さで使用者に負担をかけず、必要な機能のオプションを購入するため価格で
も使用者に負担をかけない携帯電話機にするものである。
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【０２７２】
次に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【０２７３】
　図１は本発明の組み立てオプション付携帯電話機の携帯電話機本体の一実施の形態を示
す外観図である。
【０２７４】
図１を参照して、通話機能を持つ携帯電話機本体１の構成について説明する。
【０２７５】
携帯電話機本体１は、ダイヤル番号などを入力する通話用キー１１、オプション関係の操
作をするファンクションキー１２、受話音声を再生するスピーカー１３、送話音声を集音
するマイク１４、オプションユニットやメンテナンス機器を接続するインターフェースコ
ネクタ１５、電力源である電池パック１６を備え、携帯電話基地局との通話を行うための
無線送受信機能を内蔵し、音声による発信と着信には携帯電話機本体１単体で対応できる
。
【０２７６】
図２、および図３を参照して、固定用ケース（固定用ケースは、固定用ケースリア２１と
固定用ケースフロント２５で構成される）の構成について説明する。
【０２７７】
　図２は本発明の組み立てオプション付携帯電話機の固定用ケースリアの一実施の形態を
示す構造図である。
【０２７８】
図２を参照して、固定用ケースリア２１にはオプションの画像表示ユニット３１のインタ
ーフェースコネクタ３１３と、カメラユニット３２のインターフェースコネクタ３２２と
、および無線データ通信ユニット３３のインターフェースコネクタ３３１の各インターフ
ェースコネクタが接続されるオプション側インターフェースコネクタ２２と、携帯電話機
本体側インターフェースコネクタ２４と、オプション側インターフェースコネクタ２２と
携帯電話機本体側インターフェースコネクタ２４を接続するインターフェースケーブル２
３と、電池パック１６の脱着を行うための電池パック開口部２８を設けている。
【０２７９】
前記固定用ケースリア２１に搭載される携帯電話機本体側インターフェースコネクタ２４
は、オプションユニット用の信号線をオプション側インターフェースコネクタ２２に出力
する配線を持っている他に、携帯電話機本体１のメンテナンスに関する信号線およびオプ
ションユニットのメンテナンスに関する信号線を外部装置から入出力する機能もあり、外
部装置から携帯電話機本体１およびオプションユニットのメンテナンスが行われる。
【０２８０】
外部装置から入出力するメンテナンスに関する機能は、携帯電話機本体１およびオプショ
ンユニットの故障診断、携帯電話機本体１に記憶されている電話帳やインターネットアド
レス帳の外部装置との入出力、携帯電話機本体１自体のプログラムの更新等があり、携帯
電話機本体側インターフェースコネクタ２４の固定用ケースリア２１の手前下部側面側か
ら外部装置からコネクタ付ケーブルにて接続され、メンテナンスが行われる。
【０２８１】
　図３は本発明の組み立てオプション付携帯電話機の固定用ケースフロントの一実施の形
態を示す構造図である。
【０２８２】
図３を参照して、固定用ケースフロント２５は画面表示ユニット３１のディスプレイ３１
１とスピーカー３１２と、カメラユニット３２のレンズ３２１と、無線データ通信ユニッ
ト３３と、またはカメラユニット３２と無線データ通信ユニット３３が搭載されない場合
はブランクパネル３５とを固定用ケースフロント２５の外に露出させるフロント開口部Ａ
２６と、携帯電話機本体１の通話用キー１１とファンクションキー１２とマイク１４を固
定用ケースフロント２５の外に露出させるフロント開口部Ｂ２７で構成される。
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【０２８３】
　図４は本発明の組み立てオプション付携帯電話機の固定用ケースリアに携帯電話機本体
と画像表示ユニットおよびカメラユニットを搭載した場合の一実施の形態を示す実装図で
ある。
【０２８４】
　図５は本発明の組み立てオプション付携帯電話機の固定用ケースリアに携帯電話機本体
と画像表示ユニットおよび無線データ通信ユニットを搭載した場合の一実施の形態を示す
実装図である。
【０２８５】
　図６は本発明の組み立てオプション付携帯電話機の固定用ケースリアに携帯電話機本体
と画像表示ユニットおよびブランクパネルを搭載した場合の一実施の形態を示す実装図で
ある。
【０２８６】
図４，図５，および図６を参照すると、
以上のような固定用ケースリア２１と固定用ケースフロント２５をとり、オプションの画
像表示ユニット３１と、カメラユニット３２と、または無線データ通信ユニット３３の各
ユニット類とカメラユニット３２と無線データ通信ユニット３３がない場合はブランクパ
ネル３５が使用者の使用目的により購入され、固定用ケースフロント２５のフロント開口
部Ａ２６から各ユニットまたはブランクパネル３５の表面が出るように固定用ケースリア
２１に搭載される。
【０２８７】
また、携帯電話機本体１は固定用ケースフロント２５のフロント開口部Ｂ２７から携帯電
話機本体１の通話用キー１１とファンクションキー１２の操作面、およびマイク１４の表
面が出るように固定用ケースリア２１に搭載される。
【０２８８】
このとき、携帯電話機本体１のスピーカー１３は固定用ケースフロント２５のフロント開
口部Ｂ２７により遮蔽されてしまい外部からは見えないようになり、電話用の通話として
の受話音声は聞こえないようになり、電話用の通話としての受話音声は画像表示ユニット
３１のスピーカー３１２から再生されるようになる。
【０２８９】
以上のよにして、固定用ケースリア２１と固定用ケースフロント２５の間に携帯電話機本
体１とオプションユニット類がサンドイッチの形で搭載され、収容される。
【０２９０】
そして、固定用ケースリア２１と固定用ケースフロント２５ともにヒンジ２９を持ち、組
み立て後の装置はヒンジ２９を境に折りたためる構造を持つ。
【０２９１】
また、重量が重い携帯電話機本体１が固定用ケースの下部（手に持った状態で手前側）に
、軽いオプションユニット類が固定用ケースの上部（手に持った状態で奥側）に配置され
るため手に持った際には安定し使いやすくなる。
【０２９２】
次に、図８を参照して、画像表示ユニット３１の構成を説明する。
【０２９３】
　図８は本発明の組み立てオプション付携帯電話機の画像表示ユニットの一実施の形態を
示す構成図である。
【０２９４】
図８を参照して、画像表示ユニット３１は、カメラユニット３２で撮影した画像や携帯電
話回線を介してダウンロードしたデータの表示を行うディスプレイ３１１と、固定用ケー
スリア２１のオプション側インターフェースコネクタ２２と接続されるインターフェース
コネクタ３１３と、ダウンロードしたデータの再生をするスピーカー３１２の機能を持つ
。
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【０２９５】
スピーカー３１２は、固定用ケースリア２１と固定用ケースフロント２５に携帯電話機本
体１に画像表示ユニット３１が組み込まれた状態の、例えば図４のような場合、通話時の
受話音声も再生する機能も合せ持つ。
【０２９６】
次に、図９を参照して、カメラユニット３２の構成を説明する。
【０２９７】
　図９は本発明の組み立てオプション付携帯電話機のカメラユニットの一実施の形態を示
す構成図である。
【０２９８】
図９を参照して、カメラユニット３２は、被写体を取り込むレンズ３２１と、固定用ケー
スリア２１のオプション側インターフェースコネクタ２２と接続されるインターフェース
コネクタ３２２の機能を持つ。
【０２９９】
次に、図１０を参照して、無線データ通信ユニット３３の構成を説明する。
【０３００】
　図１０は本発明の組み立てオプション付携帯電話機の無線データ通信ユニットの一実施
の形態を示す構成図である。
【０３０１】
図１０を参照して、無線データ通信ユニットは、固定用ケースリア２１のオプション側イ
ンターフェースコネクタ２２と接続されるインターフェースコネクタ３３１を持ち、内部
には近距離無線を介してパーソナルコンピュータ（図示されてない）や各種情報処理端末
（図示されてない）との間でデータの送受信を行う機能を持つ。
【０３０２】
次に、図１１を参照して、ブランクパネル３５の構成を説明する。
【０３０３】
　図１１は本発明の組み立てオプション付携帯電話機のブランクパネルの一実施の形態を
示す構成図である。
【０３０４】
図１１を参照して、ブランクパネルは、カメラユニット３２または無線データ通信ユニッ
ト３３がオプションとして使用されない場合、固定用ケースフロント２５のフロント開口
部Ａ２６の画像表示ユニット３１が搭載された部分の残り部分であるカメラユニット３２
または無線データ通信ユニット３３が搭載される部分を遮蔽する機能を持つ。
【０３０５】
次に、本発明の実施の形態の動作について、図７を参照して詳細に説明する。
【０３０６】
　図７は本発明の組み立てオプション付携帯電話機の構成品の組み立てに関する一実施の
形態の動作を示す組み立て図である。
【０３０７】
本発明の各構成品の組み立て方法を、図１，図２，図３，図４，図７，図８，および図９
を参照して、使用者が携帯電話機本体１に加えて画像表示ユニット３１とカメラユニット
３２を購入した場合を例に説明する。
【０３０８】
まず、固定用ケースリア２１の下部に携帯電話機本体１を収める。このとき、固定用ケー
スリア２１に備えられている携帯電話機本体側インターフェースコネクタ２４と携帯電話
機本体１が持っているインターフェースコネクタ１５を接続する。
【０３０９】
その後、固定用ケースリア２１の上部にカメラユニット３２を収める。このとき、カメラ
ユニット３２が持っているインターフェースコネクタ３２２と固定用ケースリア２１に備
えられているオプション側インターフェースコネクタ２２の一部を接続する。
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【０３１０】
続けて、固定用ケースリア２１に画像表示ユニット３１を収める。このとき、画像表示ユ
ニット３１が持っているインターフェースコネクタ３１３を固定用ケースリア２１に備え
られているオプション側インターフェースコネクタ２２の先にカメラユニット３２が持っ
ているインターフェースコネクタ３２２と接続された残り部分のオプション側インターフ
ェースコネクタ２２と接続する。
【０３１１】
次に、携帯電話機本体１、画像表示ユニット３１、カメラユニット３２を収めた固定用ケ
ースリア２１に固定用ケースフロント２５をかぶせ、ネジ止めすることで各構成品は一体
の組み立てオプション付携帯電話機となる。
【０３１２】
以上のよに、通話機能を有する携帯電話機本体１に、画像再生ユニット３１、カメラユニ
ット３２、および無線データ通信ユニット３３等の後付け可能な各オプションユニットを
電気的に接続する携帯電話装置で、かつ前記携帯電話機本体１と前記各オプションユニッ
トの各々を二つに折りたたむことが可能な固定用ケースリア２１と固定用ケースフロント
２５からなる固定用ケースに収めることで一体の装置となり使いやすい携帯電話装置とな
る。
【０３１３】
また、前記固定用ケースはヒンジ２９を境に上半分には前記各オプションユニットを、下
半分には前記携帯電話機本体１を納めることを特徴としかつ使用者が必要な前記オプショ
ンユニットを前記携帯電話機本体１に後付けできるため、使用者が必要とする機能を持っ
た前記携帯電話装置を安価で提供できることを特徴とする。
【０３１４】
また、前記固定用ケースフロント２５には前記携帯電話機本体１の通話用キー１１、ファ
ンクションキー１２、およびマイク１４を露出させるための開口部Ｂ２７と、画像再生ユ
ニット３１、カメラユニット３２、および無線データ通信ユニット３３の後付け可能な各
オプションユニットを露出させるためのフロント開口部Ａ２６を持ち、前記固定用ケース
リア２１には前記携帯電話機本体１と前記オプションユニットとを電気的に接続する携帯
電話機本体側インターフェースコネクタ２４とオプション側インターフェースコネクタ２
２と、これら携帯電話機本体側インターフェースコネクタ２４とオプション側インターフ
ェースコネクタ２２とを接続するインターフェースケーブル２３を持ち、さらに、前記携
帯電話機本体側インターフェースコネクタ２４についてはメンテナンスに必要な信号線の
みを外部の端子に出力する機能も持つことを特徴とする。
【０３１５】
また、前記携帯電話機本体１下部側面にはメンテナンス用と前記オプションユニット用の
インターフェースコネクタ１５を持ち、前記固定用ケースに内蔵されている一方の携帯電
話機本体側インターフェースコネクタ２４と接続され、前記オプションの画像表示ユニッ
ト３１のインターフェースコネクタ３１３と、カメラユニット３２のインターフェースコ
ネクタ３２２と、および無線データ通信ユニット３３のインターフェースコネクタ３３１
の各インターフェースコネクタは、固定用ケースに内蔵されている他方のオプション側イ
ンターフェースコネクタ２２に接続され、前記携帯電話機本体１と前記オプションユニッ
ト間の制御信号がインターフェースケーブル２３を介して接続されることを特徴とする。
【０３１６】
また、前記固定用ケースは、固定用ケースに内蔵される前記携帯電話機本体側インターフ
ェースコネクタ２４は携帯電話機本体１のメンテナンスに関する信号線は外部の端子に出
力し、前記オプションユニット用の信号線は前記オプション側インターフェースコネクタ
２２に出力する配線を持つことを特徴とする。
【０３１７】
また、前記固定用ケースフロント２５の前記携帯電話機本体１の通話用キー１１、ファン
クションキー１２、およびマイク１４を露出させるための開口部Ｂ２７は、前記携帯電話
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機本体１のスピーカー１３は露出させない構造をもつことを特徴とする。
【０３１８】
次に、本発明の第２の実施の形態について、図を参照して詳細に説明する。
【０３１９】
画像表示ユニット３１、カメラユニット３２、無線データ通信ユニット３３の各オプショ
ンユニットは各々固有の暗証番号を持ち各オプションユニット内に製造時点または販売時
点に予めじめ記録されている場合の動作について説明する。
【０３２０】
まず、固定用ケースリア２１に携帯電話機本体１を収め、その後、固定用ケースリア２１
にカメラユニット３２を収める。
【０３２１】
続いて、固定用ケースリア２１に画像表示ユニット３１を収め、次に、携帯電話機本体１
、画像表示ユニット３１、カメラユニット３２を収めた固定用ケースリア２１に固定用ケ
ースフロント２５をかぶせネジ止めすることで各構成品は一体の装置とする。
【０３２２】
使用者が電源を投入すると、携帯電話機本体１は画像表示ユニット３１、カメラユニット
３２、無線データ通信ユニット３３のどのオプションユニットが搭載されているかを電気
的に検出し、使用者に対して認証を求める。
【０３２３】
使用者は各オプションユニット購入の際に知らされた暗証番号を入力すると、携帯電話機
本体１は使用者から入力された暗証番号と各オプションユニット内に製造時点または販売
時点に予めじめ記録されている暗証番号とを比較し一致したときのみ使用可能とする。
【０３２４】
また、暗証番号が不一致の場合は不正使用と判断して携帯電話機本体１は警告音を発生し
て使用可能にならない。加えて、オプションユニットからオプションユニットが正常に検
出できない場合も装着異常と判断して携帯電話機本体１は警告音を発生して使用可能には
ならない。
【０３２５】
以上のように、前記携帯電話機本体１は前記各オプションユニットの接続を検出して、使
用者に認証を求め、使用者が入力した暗証番号と前記各オプションユニットに記憶された
暗証番号と一致した場合のみ使用が可能になることを特徴とする。
【０３２６】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明の組み立てオプション付携帯電話機は、
　第１の効果は、通話機能を持つ安価な携帯電話機本体とカメラやディスプレイ、または
データ通信の機能を別売りとするが、別売りのオプションを接続しても使用者の使い易さ
を損なわないことである。
【０３２７】
その理由は、購入後は固定用ケースに収納することで一体の装置とすることができ、一体
の装置を構成できるため使用者の使い易さを損なわないからである。
【０３２８】
第２の効果は、使用者は必要とする機能のオプションと携帯電話機本体を購入するため価
格の面で使用者に負担をかけないことである。
【０３２９】
その理由は、通話機能とカメラ、大型の画面、データ通信等の付加機能を一体化した製品
として販売されないからである。
【０３３０】
第３の効果は、携帯電話機本体からオプションが突出したり、携帯電話機本体とオプショ
ンが一体にならなかったりしないことである。
【０３３１】
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その理由は、携帯電話機本体とオプションが固定用ケースを用いて一体の装置に構成でき
るからである。
【０３３２】
第４の効果は、正規の手続きを踏んでオプションを購入した使用者のみがオプションを含
めた携帯電話機を使用でき、オプションの使用を制限できるため犯罪などにつながる不正
使用を抑止する効果がある。
【０３３３】
その理由は、オプションを接続した後各オプション固有の暗証番号を入力し、使用者の認
証を行っているからである。
【０３３４】
第５の効果は、同一外観形状で順次必要なオプションを購入しても同一外観形状で携帯電
話機を使用できることである。
【０３３５】
その理由は、オプションが固定用ケースを用いて一体の装置に構成できるからである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の組み立てオプション付携帯電話機の携帯電話機本体の一実施の形態を
示す外観図である。本て方法の一実施の形態を示すブロック図である。
【図２】　本発明の組み立てオプション付携帯電話機の固定用ケースリアの一実施の形態
を示す構造図である。
【図３】　本発明の組み立てオプション付携帯電話機の固定用ケースフロントの一実施の
形態を示す構造図である。
【図４】　本発明の組み立てオプション付携帯電話機の固定用ケースリアに携帯電話機本
体と画像表示ユニットおよびカメラユニットを搭載した場合の一実施の形態を示す実装図
である。
【図５】　本発明の組み立てオプション付携帯電話機の固定用ケースリアに携帯電話機本
体と画像表示ユニットおよび無線データ通信ユニットを搭載した場合の一実施の形態を示
す実装図である。
【図６】　本発明の組み立てオプション付携帯電話機の固定用ケースリアに携帯電話機本
体と画像表示ユニットおよびブランクパネルを搭載した場合の一実施の形態を示す実装図
である。
【図７】　本発明の組み立てオプション付携帯電話機の構成品の組み立てに関する一実施
の形態の動作を示す組み立て図である。
【図８】　本発明の組み立てオプション付携帯電話機の画像表示ユニットの一実施の形態
を示す構成図である。
【図９】　本発明の組み立てオプション付携帯電話機のカメラユニットの一実施の形態を
示す構成図である。
【図１０】　本発明の組み立てオプション付携帯電話機の無線データ通信ユニットの一実
施の形態を示す構成図である。
【図１１】　本発明の組み立てオプション付携帯電話機のブランクパネルの一実施の形態
を示す構成図である。
【符号の説明】
　　１　　携帯電話機本体
　　１１　　通話用キー
　　１２　　ファンクションキー
　　１３，３１２　　スピーカー
　　１４　　マイク
　　１５　　インターフェースコネクタ
　　１６　　電池パック
　　２１　　固定用ケースリア
　　２２　　オプション側インターフェースコネクタ
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　　２３　　インターフェースケーブル
　　２４　　携帯電話機本体側インターフェースコネクタ
　　２５　　固定用ケースフロント
　　２６　　フロント開口部Ａ
　　２７　　フロント開口部Ｂ
　　２８　　電池パック開口部
　　２９　　ヒンジ
　　３１　　画像表示ユニット
　　３２　　カメラユニット
　　３３　　無線データ通信ユニット
　　３５　　ブランクパネル
　　３１１　　ディスプレイ
　　３１３，３２２，３３１　　インターフェースコネクタ
　　３２１　　レンズ

【図１】 【図２】
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